
一　

緒
言

　

近
世
地
誌
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史
学
の
方
面
に
お
い
て
歴
史
地
理
、
も

し
く
は
文
化
史
的
史
料
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
近

年
も
多
く
の
業
績
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る 
（
１
）
。
一
方
、
そ
れ
を
文
学
研
究
の

立
場
か
ら
扱
う
試
み
は
、
決
し
て
活
発
と
は
言
い
難
い 
（
２
）
。

　

し
か
し
、
近
世
地
誌
は
説
話
の
集
積
で
あ
る
と
い
う
内
容
的
な
特
色

を
備
え
て
お
り 
（
３
）
、
こ
れ
を
散
文
史
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
は
、
近
世
文

学
史
研
究
に
お
い
て
も
決
し
て
無
益
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ

は
す
な
わ
ち
、
読
本
誕
生
の
素
地
の
一
つ
で
あ
る
と
目
さ
れ
る
所
謂

「
奇
談
」
説
話
群
や
、
宝
永
・
正
徳
頃
か
ら
姿
を
見
せ
る
考
証
姿
勢
を

強
く
も
つ
説
話
群
と
の
関
係
に
お
い
て
、
地
誌
の
価
値
を
見
直
す
と
い

う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い 
（
４
）
。

　

そ
こ
で
ま
ず
は
近
世
地
誌
が
い
か
な
る
情
報
を
源
と
し
て
成
っ
て
い

る
の
か
、
そ
し
て
そ
の
情
報
が
ど
の
程
度
命
脈
を
保
つ
の
か
と
い
う
こ

と
な
ど
の
、
基
礎
的
な
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ

は
ま
た
近
世
的
な
「
知
」
が
い
か
に
醸
成
さ
れ
、
そ
し
て
拡
散
し
て
ゆ

く
の
か
、
ま
た
そ
の
後
世
に
お
け
る
受
容
の
あ
り
方
を
窺
う
上
で
も
一

つ
の
手
が
か
り
と
な
り
う
る
と
考
え
る
。

　

本
稿
は
近
世
前
期
の
熱
海
に
つ
い
て
の
漢
文
体
の
地
誌
、
鈴
木
秋
峰

『
豆
州
熱
海
地
志
』（
元
禄
十
三
年
刊
、
以
下
、『
熱
海
地
志
』
と
略
記
す
る
こ
と

が
あ
る
）
を
例
と
し
て
、
そ
の
生
成
と
伝
播
の
一
端
を
窺
い
、
加
え
て

こ
れ
ま
で
文
学
研
究
で
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
、
作
者
鈴
木
秋
峰
の
、

芸
文
家
と
し
て
の
紹
介
も
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
論
中
の
引

用
は
、
活
字
本
以
外
は
す
べ
て
適
宜
句
読
点
な
ど
を
私
に
補
っ
て
い
る
）。
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二　

鈴
木
秋
峰
『
豆
州
熱
海
地
志
』
に
つ
い
て

　

本
書
は
こ
れ
ま
で
『
熱
海
市
史
』
上
巻
（
其
編
纂
委
員
会
編
、
熱
海
市
役

所
、
一
九
六
七
年
五
月
）
や
、
そ
の
編
纂
係
長
で
あ
っ
た
太
田
君
男
氏
に

よ
る
『
熱
海
物
語
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年
三
月
）
に
利
用
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た 
（
５
）
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
煩
を
い
と
わ
ず
改
め

て
書
誌
事
項
の
整
理
か
ら
行
い
た
い
。
調
査
に
は
原
装
を
保
つ
国
立
公

文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
の
一
本
（
請
求
番
号
一
七
三
―
一
五
二
）
を
用
い
た

（
以
下
の
本
文
引
用
も
こ
れ
に
よ
る
）。
た
だ
し
、
こ
れ
は
奥
付
を
欠
い
て
い

る
の
で
、
奥
付
と
そ
れ
に
関
わ
る
事
項
（
構
成
・
柱
記
・
丁
付
）
に
つ
い

て
は
、
適
宜
同
文
庫
蔵
別
本
（
請
求
番
号
一
七
三
―
一
五
一
）
に
よ
っ
て
補

っ
た
。

二
・
一　

書
誌

○
『
豆
州
熱
海
地
志
』（
元
禄
十
三
年
刊
本
）

装
幀　

大
本
一
巻
一
冊
。
四
針
袋
綴
。

表
紙　

原
表
紙
。
縦
二
十
七
・
二
五
×
横
十
九
糎
。
肥
後
煤
竹
色
無
文

様
。

題
簽　

原
題
簽
。
子
持
枠
に
「
熱
海
地
志　
　

完
」（
表
紙
左
肩
）。

構
成　

巻
一
…
序
文
①
（
三
丁
）・
序
文
②
（
二
丁
）・
目
録
（
半
丁
、
た
だ

し
裏
は
絵
図
）・
絵
図
（
三
丁
半
）・
本
文
（
二
十
六
丁
）・
跋
文
（
二

丁
半
）・
奥
付
（
半
丁
、
た
だ
し
跋
文
三
丁
目
の
裏
に
あ
た
る
）、
総
計

三
十
八
丁
。

序
文　

序
文
①
「
豆
州
熱
海
地
志
序
」（
序
題
）、「
元
禄
己
卯
秋
七
月
武

陵
桃
原
野
沂
識
／
（
印
二
顆
）」（
序
末
）。

序
文
②
「
豆
州
熱
海
地
志
自
叙
」、「
元
禄
十
二
年
金
澤 ノ
鈴
秋 

峰
書 ス
／
（
印
二
顆
）」（
序
末
）。

内
題　
　
「
豆
州
熱
海
地
志
」。

尾
題　
　
「
豆
州
熱
海
地
志
畢
」。

匡
郭　

四
周
単
辺
。
縦
十
九
・
九
×
横
十
四
・
六
糎
（
た
だ
し
本
文
一
丁

　
　
　

目
表
を
計
測
）。

行
数　

毎
半
葉
九
行
。

柱
記　

序
文
①
に
「《
熱
海
地
志　

序
」、
序
文
②
に
「《
熱
海
地
志 

自
叙
」、
目
録
・
絵
図
に
「《
熱
海
地
志
圖
」、
本
文
に
「《
熱
海

地
志
」、
跋
文
・
奥
付
に
「《
熱
海
地
志　

跋
」。

丁
付　

序
文
①
に
「
一
」
〜
「
三
」、
序
文
②
に
「
四
」
〜
「
五
終
」、

目
録
・
絵
図
に
「
一
」
〜
「
四
之
終
」、
本
文
に
「
一
」
〜

「
二
十
六
終
」、
跋
文
・
奥
付
に
「
一
」
〜
「
三
終
」。
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跋
文　
　
「
後
序
」（
跋
題
）、「
己
卯
仲
夏
丹
岳
野
必
大
識
／
（
印
二
顆
） 
（
６
）
」

（
跋
末
）。

奥
付　

最
終
丁
裏
に
「
元
禄
拾
三
庚
辰
歳
孟
春
吉
祥
旦
／
皇
都　

書
肆

桐
華
堂　

中
村
五
兵
衛
�
／
蔵
板
」。

印
記　

正
方
角
朱
印
「
日
本
／
政
府
／
圖
書
」・
同
「
大
日
本
／
帝
國

／
圖
書
印
」・
長
方
角
朱
印
「
明
治
十
二
年
購
求
」・
同
「
莞
齋

蔵
」・
同
「
長
鹽
家
蔵
」。

備
考　

序
跋
・
本
文
と
も
に
漢
文
で
記
さ
れ
訓
点
も
施
さ
れ
る
。
目
録

に
は
、「
熱
海
總
圖
」・「
伊
豆
権
現
神
社
圖
」・「
日
金
山
圖
」・

「
形
勝
門
」・「
温
泉
門
」・「
山
川
門
并
嶋　

窟　

石　

井
」・「
神
社

門
」・「
梵
宇
門
」・「
墓
塚
門
」・「
土
産
門
」
が
立
項
さ
れ
（
た

だ
し
「
墓
塚
門
」
は
本
文
に
存
在
し
な
い
。
各
門
の
項
目
に
つ
い
て
は
後

掲
図
表
を
参
照
）、
冒
頭
の
絵
図
は
三
点
共
に
秋
峰
の
手
に
な
る

（
絵
図
最
終
丁
裏
に
「
�
峰
圖
」）。
な
お
、
今
の
と
こ
ろ
異
版
本
・

補
刻
本
は
見
い
出
し
え
て
い
な
い
。
ま
た
、
書
肆
中
村
五
兵
衛

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
他
の
秋
峰
自
身
の
作
品
や
彼
が
和
刻

さ
せ
た
と
思
し
き
『
三
韓
詩
亀
鑑
』
を
刊
行
し
て
お
り
、
何
ら

か
の
交
流
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

通茂

二
・
二　

作
者

　

そ
の
内
容
に
立
ち
入
る
前
に
、
こ
こ
で
作
者
鈴
木
秋
峰
に
つ
い
て
先

学
の
成
果 
（
７
）
も
ま
じ
え
な
が
ら
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

鈴
木
秋
峰
、
名
は
長
頼
、
通
称
長
兵
衛
・
修
理
。
秋
峰
は
号
。
寛
文

十
一
年
に
将
軍
家
綱
に
御
目
見
を
果
た
し
、
貞
享
三
年
に
は
家
督
を
継

い
で
い
る
。
祖
父
の
代
よ
り
幕
府
御
大
工
頭
で
あ
っ
た
（『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』
巻
一
二
七
一
） 
（
８
）
。

　

生
没
年
に
関
し
て
は
、『
寛
政
譜
』
に
は
記
さ
れ
ず
、
網
羅
的
な
人

名
辞
典
と
し
て
は
現
在
最
も
大
部
で
あ
る
『
国
書
人
名
辞
典
』
第
二
巻

（
市
古
貞
次
ほ
か
編
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
五
月
）
に
も
、「
寛
文
―
宝
永

（
一
六
六
一
―
一
七
一
一
）
頃
の
人
」
と
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
が
、
埋
葬
さ

れ
た
市
川
市
真
間
の
菩
提
寺
亀
井
院
に
伝
わ
る
蔵
骨
器
に
刻
さ
れ
た
墓

誌
が
参
考
と
な
る 
（
９
）
。
す
な
わ
ち
、

鈴
木
修
理
長
頼
姓
穂
積
氏
諱
長
頼

静
軒
長
常
之
子
。
寶
永
二
年
乙
酉
十
一
月
十
九
日
於

營
中
罹
病
、
二
十
一
日
寅
下
刻
没
。
享
年
五
十
一
。

於
東
叡
山
西
麓
龍
泉
寺
、
行
喪
葬
之
禮
、
火
葬
于
千
住
、
後
葬
遺

骨
于
總
之
下
州

45 近世地方地誌の生成と伝播――鈴木秋峰『豆州熱海地志』を例として――



真
間
山
弘
法
寺
鈴
木
院
舊
曰 
瓶
井
坊
後
山
先
塋

傍
又
分
少
許
埋
于
龍
泉
寺
。 

（
前
出
『
真
間
の
里
』
に
よ
る
）

と
あ
り
、
宝
永
二
年
没
（
享
年
五
十
一
歳
）
と
判
明
し
、
逆
算
し
て
明
暦

元
年
の
生
ま
れ
と
判
断
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

祖
父
長
次
は
江
戸
城
の
数
度
に
渡
る
改
築
諸
工
事
に
携
わ
り
、
父
長

常
も
明
暦
大
火
か
ら
の
復
興
事
業
で
活
躍
し
て
、
江
戸
城
復
旧
に
尽
力

し
た
一
方
で
、
秋
峰
（
長
頼
）
の
大
工
頭
と
し
て
の
主
要
な
業
績
は
元

禄
元
年
〜
三
年
の
日
光
東
照
宮
改
修
工
事
く
ら
い
で
あ
り
、
そ
の
日
記

か
ら
は
江
戸
初
期
の
よ
う
な
大
規
模
な
建
築
事
業
が
著
し
く
数
を
減
ら

し
た
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
職
域
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
た
様
子
が
窺

わ
れ
る
と
い
う
（
前
出
、
保
田
晴
男
「
鈴
木
修
理
日
記
―
―
解
説
」）。

　

武
鑑
そ
の
他
に
よ
れ
ば
、
屋
敷
は
は
じ
め
神
田
橋
門
外
に
あ
っ
た
が
、

元
禄
十
一
年
一
月
、
御
用
地
と
し
て
召
し
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
代
替
地
と
し
て
神
田
明
神
下
の
千
本
兵
左
衛
門
の
屋
敷
を
賜
っ
て

同
年
二
月
以
後
こ
れ
に
住
し
て
い
る 
（
１ ０
）（『

日
記
』
巻
三
十
四
）。

　

秋
峰
は
作
事
方
で
あ
り
な
が
ら
、
文
事
に
も
積
極
的
で
、
人
見
竹
洞

（
幕
府
儒
官
、
寛
永
十
四
〜
元
禄
九
年
）
を
中
心
に
人
見
氏
一
族
と
深
く
交
流

し
（
後
述
）、
石
田
未
琢
（
俳
諧
師
、
？
〜
天
和
二
年
）
を
父
の
代
か
ら
度
々

自
邸
に
招
じ
て
俳
諧
に
興
じ
る
な
ど
し
て
い
た
（
た
だ
し
、
秋
峰
自
身
の

句
は
『
日
記
』
に
は
見
え
な
い
）
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る 
（
１ １
）
。
こ
れ
の
み
で
も
文

学
史
的
に
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
ぬ
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
ま
で
歴
史
学
あ
る
い
は
郷
土
史
研
究
の
他
で
特
に
触
れ
ら
れ
た
形

跡
は
無
い
。

　

編
著
と
し
て
は
『
熱
海
地
志
』
の
ほ
か
、『
本
朝
外
考
』（
写
本
大
本

五
巻
五
冊
、
貞
享
二
年
人
見
竹
洞
序
）・『
桑
華
詩
編
』（
大
本
二
巻
二
冊
、
貞
享

二
年
自
序
、
同
年
京
都
中
村
五
兵
衛
刊
）・『
倭
賦
引
事
』（
大
本
二
巻
二
冊
、
元

禄
十
二
年
林
鳳
岡
序
、
貞
享
三
年
自
序
、
元
禄
十
二
年
人
見
香
山
跋
、
同
十
三
年
京

都
中
村
五
兵
衛
刊
）
な
ど
を
著
わ
し
、
朝
鮮
の
『
三
韓
詩
亀
鑑
』（
元
禄
九

年
序
、
同
十
一
年
京
都
中
村
五
兵
衛
刊
）
の
和
刻
本
に
序
を
寄
せ
る
な
ど
し

て
い
る
。『
熱
海
地
志
』
を
含
め
、
学
芸
界
の
実
に
錚
々
た
る
面
々
か

ら
序
跋
を
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
実
務
官
僚
の
文
事
に

お
け
る
実
力
と
、
当
時
の
評
価
を
知
る
に
足
る
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
に
共
通
す
る
こ
と
は
何
か
。
そ
れ
は
歴
史
と
い
う
も

の
へ
の
深
い
関
心
で
あ
る
。『
本
朝
外
考
』
は
大
陸
の
古
今
の
典
籍
に

見
え
る
本
邦
に
関
す
る
記
事
を
蒐
集
・
羅
列
し
た
も
の
で
、『
桑
華
詩

編
』
は
言
わ
ば
そ
の
詩
文
編
と
捉
え
う
る
。『
本
朝
外
考
』
の
竹
洞
序

文
は
、
日
本
は
周
王
朝
の
正
統
を
継
ぐ
国
家
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
「
載
籍
存
せ
ず
文
献
足
ら
ず
。
其
の
実
未
だ
之
を
徴
す

べ
か
ら
ず
」 
（
１ ２
）

と
慨
嘆
し
て
お
り
、
そ
れ
を
補
わ
ん
と
す
る
秋
峰
の
試
み

を
称
え
て
い
る
。
そ
こ
に
は
本
邦
の
成
り
立
ち
と
源
流
を
見
究
め
た
い
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と
い
う
意
識
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。『
倭
賦
引
事
』
も
ま
た
林
羅
山

に
よ
る
日
本
史
を
概
観
し
た
長
大
な
詩
賦
の
解
説
書
の
如
き
も
の
で
あ

り
、
自
ら
「
余
、
不
敏
と
雖
も
史
録
に
志
有
り
」
と
宣
言
し
、「
誠
に

其
の
域
に
蠢
生
す
る
者
、
其
の
父
母
の
國
事
を
知
ら
ず
ん
ば
あ
る
べ
か

ら
ず 
（
１ ３
）
」
と
力
強
く
述
べ
る
の
で
あ
っ
た 
（
１ ４
）
。
か
よ
う
な
歴
史
意
識
と
い
う

の
は
、
修
史
事
業
と
並
行
し
て
あ
く
な
き
故
事
羅
列
と
し
て
の
詠
史
題

詠
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
初
期
林
家 
（
１ ５
）
に
通
ず
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
、
秋
峰

も
ま
た
そ
れ
に
近
い
立
場
に
あ
っ
た
か
と
思
わ
せ
る
。

　

か
か
る
人
物
ゆ
え
、
そ
の
ほ
か
指
摘
す
べ
き
こ
と
は
多
い
が
、
紙
幅

の
都
合
上
伝
記
・
事
績
の
全
体
に
渡
る
報
告
は
他
日
に
期
す
る
こ
と
と

し
て
、
次
に
そ
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
見
て
ゆ
こ
う
。

　

既
に
一
言
し
た
よ
う
に
、『
熱
海
地
志
』
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
最

も
重
要
な
の
は
、
儒
家
人
見
家
と
の
交
わ
り
で
あ
る
。『
熱
海
地
志
』

に
人
見
竹
洞
の
男
桃
源
が
序
文
を
寄
せ
、
跋
文
は
竹
洞
弟
に
あ
た
る
人

見
必
大
が
担
当
し
、『
倭
賦
引
事
』
に
は
人
見
香
山
の
跋
文
が
備
わ
る

こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
秋
峰
と
人
見
氏
に
は
浅
か
ら
ぬ
交
わ
り

が
あ
っ
た
と
思
し
い 
（
１ ６
）
。
特
に
竹
洞
に
つ
い
て
は
、『
熱
海
地
志
』「
臨
江

亭
」
に
「
先
師　

野
竹
洞
訪 テ
レ

之 ヲ
作 ル
二

隨
心
菴 ノ
記
一

。
見 タ
リ 二

博 
（
マ
マ
）
桑
名
賢
文

集 ニ
一

。 故 ニ
不 ス
レ

録 セ
レ

焉 ニ
」
と
あ
る
の
が
目
に
と
ま
る
。「
先
師
」
と
い
う
文

言
か
ら
両
者
の
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、
竹
洞
門
人
が
名
を
連
ね
る
と
い
う
詠
史
詩
会
の
記
録
で
あ
る

『
和
漢
雑
仙
』（
貞
享
五
年
序
）
に
は
そ
の
名
は
見
え
な
い
。

　

日
記
を
検
す
る
に
、
竹
洞
の
名
が
初
め
て
確
認
で
き
る
の
は
延
宝
六

年
元
日
で
、
年
始
の
挨
拶
廻
り
の
相
手
先
を
列
挙
す
る
中
に
、「
元

徳
・
友
元
」
と
見
え
て
い
る 
（
１ ７
）
。
そ
の
前
年
の
同
日
に
は
「
元
徳
」
と
し

か
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
延
宝
五
年
中
に
交
際
が
開
始
さ
れ
た
か
と

想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
残
念
な
が
ら
日
記
中
に
は
該
当
す
る
記
事

は
見
い
出
せ
な
い
。

　

秋
峰
は
自
身
の
祖
父
長
秋
を
顕
彰
す
る
碑
（「
鈴
近
江
翁
碑
」）
を
や
は

り
真
間
に
建
立
す
る
（
元
禄
六
年
）
に
あ
た
り
、
そ
の
碑
文
を
竹
洞
に

依
頼
し
て
お
り
、
竹
洞
は
そ
れ
に
応
え
て
長
秋
・
長
常
・
長
頼
三
代
の

事
績
を
詳
細
に
書
き
連
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
両
者
の
親
密
さ
の
ほ

ど
が
見
て
と
れ
る
。
左
に
そ
の
一
部
を
掲
げ
る
。

嗣
子
長
頼
、
字
は
子
恭
、
秋
峰
と
號
す
。
丱
童
よ
り
學
を
好
み
文

を
屬
す
。
家
に
書
萬
巻
あ
り
。
暇
日
南
楼
に
坐
し
て
、
手
ら
�
べ

讀
み
て
已
ま
ず
。
世
余
と
隣
交
を
爲
す
。
今
茲
偶
余
に
語
り
て
曰

く
、「
吾
祖
先
の
名
を
顕
は
さ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
不
才
に
し
て

身
を
立
て
道
を
行
ふ
こ
と
無
し
。
常
に
思
ふ
、
一
碑
を
總
州
葛
飾

郡
真
間
山
弘
法
寺
に
立
て
、
以
て
不
朽
に
傳
へ
ん
と
。
請
ふ
卿
筆
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を
下
し
そ
の
始
末
を
叙
べ
ら
れ
よ
」
と
。
余
爲
る
や
世
交
は
り
て

其
の
志
に
感
ず
る
あ
り
。
豈
に
之
を
辞
す
べ
け
ん
や
（
原
漢
文
） 
（
１ ８
）
。

こ
こ
で
も
竹
洞
は
秋
峰
の
学
問
へ
の
姿
勢
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
で
、「
余
と
隣
交
を
爲
す
」
と
あ
る
の
は
、
先
に
述
べ
た
神
田
橋

外
の
屋
敷
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
居
所
の
近
接
が
交
流
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
も
の
か 
（
１ ９
）
。

　

二
人
の
交
遊
は
や
は
り
詩
の
応
酬
が
中
心
の
よ
う
で
、
詩
の
添
削
を

請
い
、
あ
る
い
は
竹
洞
の
講
釈
の
席
に
連
な
り
（
元
禄
五
年
二
月
十
二
日
、

『
日
記
』
巻
二
十
七
）、
あ
る
い
は
共
に
詩
会
を
催
す
（
同
六
年
三
月
十
八
日
、

『
同
』
巻
二
十
八
）
な
ど
し
て
い
る
。
秋
峰
の
詩
に
つ
い
て
竹
洞
は
、「
巻

中
六
首
に
朱
糸
を
加
ふ
、
皆
奇
絶
、
嘉
尚
す
べ
き
な
り
」（
延
宝
九
年
五

月
十
四
日
、『
同
』
巻
十
四
、
原
漢
文
）
と
か
「
余
、
之
を
見
る
に
、
其
の
造

語
の
巧
み
な
る
を
奇
と
し
、
其
の
幽
趣
の
弄
を
愛
す
」（
同
年
六
月
九
日
、

『
同
』
巻
十
四
、
原
漢
文
）
な
ど
と
、
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る 
（
２ ０
）
。
竹
洞
と

い
え
ば
、
周
知
の
通
り
林
家
の
重
鎮
と
し
て
名
を
馳
せ
た
一
流
の
儒
学

者
で
あ
る
と
と
も
に
、
漢
詩
は
当
然
の
こ
と
楽
・
書
を
よ
く
す
る
の
み

な
ら
ず
俳
諧
に
も
関
心
を
も
っ
た
風
流
人
士
で
あ
り 
（
２ １
）
、
か
く
の
ご
と
き

人
物
と
秋
峰
が
親
交
を
結
び
、
そ
の
学
識
に
一
定
の
評
価
を
与
え
ら
れ

て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
御
大
工
頭
を
文
学
史
中
に
置
き
な
お
す

に
際
し
て
、
極
め
て
重
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

三 
『
熱
海
地
志
』
の
生
成
―
―
そ
の
情
報
源
―
―

　

そ
う
し
た
旗
本
文
人
の
手
に
な
る
『
熱
海
地
志
』
は
い
か
な
る
事
情

で
成
立
し
た
の
か
。
本
書
の
編
纂
に
つ
い
て
は
、
自
序
に
明
ら
か
で
あ

る
の
で
少
々
長
い
け
れ
ど
も
全
文
を
引
用
す
る
。

豆
州
熱
海
地
志
自
叙

余
常
に
山
水
の
僻
有
り
。
故
に
笠
を
芳
野
の
春
の
花
に
戴
き
、
�

を
白
川
の
穐
風
に
曳
く
、
且
つ
湘
南
二
荒
の
行
、
数
度
に
及
ぶ
。

去
歳
、
脚
疾
有
り
。
官
事
鞅
掌
と
し
て
疾
を
治
す
る
に
暇
無
し
。

今
茲
、
初
夏
幸
に
官
暇
を
得
て
、
來
て
温
泉
に
浴
す
。
乃
ち
地
志

を
需
る
に
、
敢
て
記
す
者
無
し
。
是
に
於
て
嘆
息
す
る
者
久
し
。

故
に
初
め
に
温
泉
の
効
能
・
山
川
の
形
勝
、
乃
至
神
社
・
梵
宇
を

記
し
、
終
る
に
土
産
を
以
て
す
。
略
、
編
纂
に
渉
る
。
皆
な
是
土

人
の
演
説
す
る
所
な
り
。
余
、
來
り
て
之
を
嘆
じ
、
今
渡
し
て
之

を
録
せ
ず
ん
ば
、
亦
た
後
人
を
し
て
復
び
後
人
を
嘆
ぜ
し
む
る
な

り
。
元
禄
十
二
年
、
金
澤
、
鈴
秋
峰
書
す
（
原
漢
文
）。

こ
れ
に
よ
れ
ば
「
脚
疾
」
の
治
療
の
た
め
熱
海
を
訪
れ
た 
（
２ ２
）
際
、
当
地
で

地
誌
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
自
ら
温

泉
の
効
能
・
野
山
の
形
勝
・
神
社
仏
閣
の
沿
革
や
名
産
な
ど
に
つ
い
て
、
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当
地
の
人
々
の
直
話
を
も
と
に
し
て
記
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

　

各
部
門
と
そ
の
項
目
の
一
覧
（
図
１
）
を
見
る
と
、
項
目
数
で
は

「
山
川
門
」
が
最
も
多
く
、
分
量
で
は
「
神
社
門
」
に
紙
幅
を
さ
い
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
同
系
統
の
部
門
同
士
（
温
泉
＋

山
川
、
神
社
＋
梵
宇
）
で
比
較
し
て
み
れ
ば
、
分
量
に
著
し
い
差
異
は
無

く
、
こ
こ
か
ら
秋
峰
が
い
ず
れ
を
重
視
し
て
い
た
か
を
探
る
の
は
難
し

い
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
先
行
作
品
と
の
関
係
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
本
書
以
前

に
も
熱
海
に
関
す
る
書
籍
や
絵
図
は
存
し
て
お
り
、
刊
行
さ
れ
た
も
の

も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
編
著
者
不
詳
『
豆
州
熱
海
湯
治
道
知

辺
』（
半
紙
本
一
巻
一
冊
、
序
跋
な
し
、
元
禄
八
年
刊
）・
宮
正
葩
著
『
熱
海
行

記
』（
大
本
一
巻
一
冊
、
元
禄
十
年
四
月
自
序
・
自
跋
、
元
禄
十
年
四
月
京
都
井
上

忠
兵
衛
・
江
戸
玉
置
治
郎
兵
衛
刊
）
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
前
者
は
著
者
の
熱

海
へ
の
紀
行
文
を
中
心
に
、
温
泉
の
入
浴
法
や
効
能
を
付
し
た
案
内
記

と
い
っ
た
体
の
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
純
然
た
る
紀
行
文
で
あ
っ
て
、

と
も
に
そ
の
よ
う
な
記
述
が
皆
無
で
は
な
い
と
は
言
え
、
体
系
的
に
そ

の
土
地
の
地
勢
や
名
所
旧
跡
を
解
説
し
た
地
誌
と
は
認
め
難
い
。
そ
の

点
に
お
い
て
『
熱
海
地
志
』
は
、『
熱
海
市
史
』
も
指
摘
す
る
通
り
、

近
世
熱
海
地
誌
の
嚆
矢
と
考
え
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。

　

こ
れ
ら
先
行
作
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
明
白
な
引
用
こ
そ
見
受

け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
記
載
事
項
に
重
複
も
見
ら
れ
る
の
で
、
何
ら
か

の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
（『
豆
州
熱
海
湯
治
道
知

辺
』
は
奥
付
に
「
於
豆
州
熱
海
梓
之
」
と
あ
る
如
く
熱
海
に
お
け
る
板
行
で
、
当
地

で
秋
峰
も
目
に
す
る
機
会
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
）。
た
だ
、
こ
の
種
の
作

品
に
お
い
て
、
そ
の
土
地
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
に
作
者
・
読
者
の
興
味
が

集
中
し
、
重
複
が
起
こ
る
の
は
ご
く
自
然
な
成
り
行
き
で
あ
り
、
記
述

の
比
較
に
よ
っ
て
直
接
の
影
響
関
係
が
特
定
で
き
な
い
以
上
、
こ
こ
で

は
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と
は
し
な
い
。

三
・
一　

人
見
竹
洞
「
温
泉
日
新
録
」
の
利
用

　

で
は
、
秋
峰
は
序
文
に
述
べ
る
通
り
、
土
地
の
人
々
の
話
を
参
考
し

つ
つ
、
す
べ
て
を
独
自
に
構
築
し
た
の
か
と
言
え
ば
、
答
え
は
否
で
あ

る
。『
熱
海
地
志
』
に
は
粉
本
と
で
も
言
う
べ
き
情
報
源
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
他
な
ら
ぬ
師
の
人
見
竹
洞
の
文
章
で
あ
る
。

　

そ
れ
を
題
し
て
「
温
泉
日
新
録
」（『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
前
集
巻
十
九
所

収
、
以
下
「
日
新
録
」
と
略
記
）
と
い
う
。
こ
れ
は
、
竹
洞
本
人
の
識
語
に

従
え
ば
、
延
宝
元
年
、
脚
気
の
療
養
の
た
め
熱
海
に
湯
治
に
赴
い
た
際

の
漢
文
の
紀
行
文
・
日
録
で
、
体
裁
は
純
然
た
る
地
誌
と
は
い
え
な
い
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な
が
ら
も
、
名
所
旧
跡
の
記
事
は
詳
細
か
つ
豊
富
で
あ
る
。
竹
洞
は
熱

海
で
は
今
井
半
太
夫
（
熱
海
本
陣
）
方
に
宿
泊
し
、
そ
の
主
や
現
地
の

猟
師
と
交
流
し
て
、
当
地
の
名
所
の
由
来
や
説
話
な
ど
の
情
報
を
得
て

い
る
記
事
が
散
見
さ
れ
る
。

　

秋
峰
は
こ
の
「
日
新
録
」
を
全
編
に
わ
た
り
利
用
し
て
い
る
。
序
文

に
こ
そ
明
記
し
な
い
が
、
そ
の
利
用
態
度
は
典
拠
を
明
示
す
る
（「
竹 

洞 ノ
温
泉
日
新
録 ニ
曰
」〔
形
勝
門
〕）
と
い
う
、
至
極
穏
当
な
も
の
で
あ
る
（
若

干
例
外
も
あ
る
が
）
の
で
、
こ
こ
で
こ
と
ご
と
し
く
指
摘
す
べ
き
新
知
見

で
は
な
い
に
せ
よ
、
数
少
な
い
先
行
研
究
た
る
『
熱
海
市
史
』
な
ど
に

は
『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
は
引
か
れ
て
お
ら
ず
、「
日
新
録
」
本
文
に

当
り
な
お
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
今
そ
の
利
用
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

引
用
箇
所
を
拾
い
上
げ
て
み
る
と
（
図
２
）、
そ
の
利
用
は
ほ
ぼ
全
部

門
に
及
ぶ
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
引
用
の
多
寡
に
差
は
あ

り
、
少
な
い
と
こ
ろ
で
は
ほ
ん
の
数
字
の
利
用
に
過
ぎ
ず
、「
日
新
録
」

が
無
け
れ
ば
執
筆
し
え
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
刊
行

当
時
既
に
故
人
と
な
っ
て
い
た
（
竹
洞
は
元
禄
九
年
没
）「
先
師
」
の
文
章

を
祖
述
す
る
こ
と
は
、
秋
峰
に
と
っ
て
あ
る
種
の
モ
チ
ヴ
ェ
ー
シ
ョ
ン

と
な
っ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

お
よ
そ
二
十
二
箇
所
に
及
ぶ
利
用
の
す
べ
て
を
例
示
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、
数
例
を
対
照
さ
せ
て
、「
日
新
録
」
を
い
か
に
自
作
に

反
映
さ
せ
て
い
る
か
を
示
す
に
と
ど
め
る
（
傍
線
稿
者
、
以
下
同
様
）。

【
例
①
】

○
「
日
新
録
」（
十
月
二
十
九
日
条
）

曰
根
府
川
（
中
略
）、
川
上
有
橋
、
渡
橋
有
關
、
小
田
原
城
置
戌
衛
、

是
海
防
要
害
之
處
。

↓

○
『
熱
海
地
志
』「
形
勝
門
」

次 ニ
子 根
川
村
。
川 ノ
上 ニ
架 シ
レ

橋 ヲ
、
橋 ノ
前 ニ
有 リ
レ

關
。
是 レ
海
防
要
害 ノ
之
處
。
小

田
原
城
主
置 テ
二

戌
衛 ヲ
一

以 テ
禁 ス
二

非
常 ヲ
一

也
。

熱
海
に
至
る
道
の
途
上
に
あ
る
根
府
川
（
現
小
田
原
市
南
西
部
）
に
つ
い

て
の
描
写
で
あ
る
。「
有
」
と
「
架
」
な
ど
の
用
字
や
叙
述
順
序
を
違

え
る
だ
け
で
、
内
容
に
差
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。

【
例
②
】

ａ
「
日
新
録
」（
十
一
月
朔
日
条
）

下
石
徑
数
百
級
而
出
海
濱
。
温
泉
之
流
繞
岸
而
落
。

ｂ
「
日
新
録
」（
同
月
十
二
日
条
）

有
二
瀑
、
一
在
浴
室
之
下
、
彫
石
貯
湯
。
一
則
海
畔
按
大
石
盤
、

温
瀑
漲
落
。
野
人
樵
子
亦
浴
之
。
然
浴
者
常
洗
石
盤
之
中
、
故
潔
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而
不
穢
。

↓
○
『
熱
海
地
志
』「
温
泉
門
」
瀧
湯

距 ル
� 二

熱
海 ヲ
一

半
里
許
。
在 リ
二

伊
豆
権
現 ノ
祠 ノ
之
南 ニ
一

。
ａ

下 テ
二

石
徑
数
百 

級 ヲ
一

而
出 テ
二

海
濱 ニ
一

噴
二

出 �
於
巌
石 ノ
之
中 ヨ
リ 一

而
流 レ
テ

落 ル
ノ 二

海
崖 ニ
一

瀑 タキ
布 ナ
リ

也
。

山 ヲ
號 ス
ル 二

走
湯 ト
一

者 ハ
職 ト
ノ

此 ノ
之
由 ナ
リ

。
ｂ

温
泉 ニ
有 リ
二

二 ノ
瀑 タキ
一

。
一 ハ
在 リ
二

浴
室 ノ
之

中 ニ
一

。
彫 テ
レ

石 ヲ
貯 フ
レ

湯 ヲ
。
一 ハ
則
海
畔
按
二

大
石
盤 ヲ
一

温
瀑
漲 リ
落 ツ
。
野
人

樵
子 モ
亦 タ
浴 ス
レ

之 ニ
。
然 モ
來 リ
浴 ス
ル

者 ノ
常 ニ
洗 フ
二

石
盤 ノ
之
中 ヲ
一

。
故
潔 �
而
不 ナ
リ レ

穢

也
。

　
『
熱
海
地
志
』
の
傍
線
ａ
・
ｂ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
も
と
「
日
新
録
」
の
日

を
異
に
す
る
二
箇
所
の
記
述
で
あ
り
、
こ
れ
に
多
少
の
改
変
を
施
し
て
、

ひ
と
つ
の
記
事
と
し
て
組
み
合
わ
せ
て
お
り
、
か
な
り
積
極
的
か
つ
自

覚
的
に
竹
洞
の
文
章
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
意
図
を
感
じ
る
。
ま
た
、

こ
こ
は
典
拠
を
明
記
せ
ず
、
一
方
で
そ
の
使
用
の
割
合
は
こ
の
項
目
全

体
の
八
割
ほ
ど
に
及
ん
で
い
て
、
伊
豆
権
現
の
傍
ら
の
名
湯
に
は
自
ら

の
調
査
が
及
ば
な
か
っ
た
か
と
思
わ
せ
る
。

【
例
③
】

○
「
日
新
録
」（
十
一
月
五
日
条
）

有
一
掬
之
泉
、
c

其
清
可
鑑
、
d

其
冽
如
氷

↓

○
『
熱
海
地
志
』「
山
川
門
」
多
賀
一
杯
水
（
抜
粋
）

方
僅 ニ
一
尺
餘 ノ
之
湫 コミ
� ツ　 ナ
リ

也
。

d

其 ノ
冽
如 ク
レ

氷 ノ
、

c

其
清
徹
可 シ
レ

鑑 ツ
二

毛

髪 ヲ
一

旱
� ニ
無 シ
二

盈
縮
一

。
相
傳 テ
云
、
源
右
幕
下
臨 ン
テ レ

渇 ニ
刀 ニ
テ

刺 ス
レ

山 ヲ
。 

抜 ケ
ハ

即 チ
泉
涌
也
。

こ
れ
は
利
用
頻
度
最
少
の
例
。「
多
賀
一
杯
水
」
な
る
念
仏
山
に
湧
出

す
る
泉
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
傍
線
部
ｃ
は
や
や
表
現
を
異
に
し

て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
大
差
は
無
い
。
共
通
す
る

の
は
八
字
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
表
現
の
一
致
は
偶
然
の
産
物
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
む
し
ろ
秋
峰
の
恩
師
の
遺
文
へ
の
強
い
こ
だ
わ

り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

三
・
二　

人
見
竹
洞
「
随
心
庵
記
」
の
利
用

　

ま
ず
は
竹
洞
の
編
章
に
寄
り
添
お
う
と
す
る
姿
勢
は
、
こ
れ
に
と
ど

ま
ら
な
い
。「
日
新
録
」
と
同
じ
湯
治
療
養
の
際
に
竹
洞
が
撰
し
た

「
随
心
庵
記
」（『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
前
集
巻
十
二
所
収
）
も
ま
た
『
熱
海
地

志
』
の
文
章
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
例
④
】

○
「
隨
心
菴
記
」

疊
石
為
垣
、
編
竹
為
壁
。
垣
外
繞
栽
、
以
岩
桂
長
春
、
葉
緑
花
紅
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其
高
不
過
垣
。
有
垣
而
自
不
設
門
。
垣
中
平
鋪
細
沙
浄
拂
、
無
一

點
之
塵
。
其
屋
方
三
四
間
。↓

○
『
熱
海
地
志
』「
梵
宇
門
（
臨
江
亭
）」

在 リ
二

絲
川 ノ
側 ニ
一

。
舊
時
念
佛 ノ
之
僧
隨
心
初 テ
所
二

卜
居 ス
ル 一

。
疊 テ
レ

石 ヲ
為 シ
レ 

垣 ト
、
編 テ
レ

竹 ヲ
為 ス
レ

壁 ト
。
垣 ノ
外
繞 シ
栽 ル
ニ

、
以 ス
二

岩
桂
長
春 ヲ
一

。
葉
緑
華
紅

其 ノ
高
ス 不

レ

過
レ

垣 ニ
。
有 テ
レ

垣
而
自 ラ
不
レ

設 ケ
レ

門 ヲ
。
垣 ノ
中
平
鋪
細
沙
浄 

拂 �
無 シ
二

一
點 ノ
之
塵
一

。
其 ノ
屋
方 ニ
三
四
間
。
先
師　

野
竹
洞
訪 テ
レ

之 ヲ 

作 ル
二

隨
心
菴 ノ
記
一

。
見 タ
リ 二

博 
（
マ
マ
） 桑
名
賢
文
集 ニ
一

。
故 ニ
不 ス
レ

録 セ
レ

焉 ニ
。
隨
心
物

故
、
其 ノ
菴
為 メ
ニ レ

潮 ノ
湮
没 ス
。
塔 ノ
澤
僧
秀
巌
来 テ
二

于
熱
海 ニ
一

移 �
二

其 ノ
陳
迹 ヲ
一

、

締 フ
二

茅 ヲ
于
今 ノ
地 ニ
一

。
傚 テ
二

其 ノ
舊
製 ニ
一

名 テ
曰 フ
二

臨
江
亭 ト
一

。

こ
れ
に
関
し
て
は
ま
さ
に
一
字
一
句
に
至
る
ま
で
の
完
全
な
る
流
用
で

あ
る
。「
随
心
庵
記
」
は
別
の
総
集
に
見
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
「
焉

に
録
せ
ず
」、
と
述
べ
る
そ
の
直
前
に
引
用
部
が
あ
る
の
は
御
愛
嬌
と

い
う
べ
き
か
。

　

竹
洞
は
延
宝
元
年
に
熱
海
を
訪
れ
た
際
に
、
当
地
に
小
庵
を
結
び
隠

棲
す
る
念
仏
僧
随
心
の
も
と
を
幾
度
と
な
く
訪
ね 
（
２ ３
）
、
そ
の
度
に
饗
応
を

受
け
て
い
る
。「
随
心
庵
記
」
は
そ
の
小
庵
に
寄
せ
た
文
で
、「
日
新

録
」（
十
一
月
九
日
条
）
に
、
例
に
よ
っ
て
茶
を
ふ
る
ま
わ
れ
た
後
「
海

天
渺
々
と
し
て
、
碧
波
席
の
ご
と
し
。
余
硯
を
引
き
小
絶
を
作
す
。
猶

餘
興
有
る
が
ご
と
し
、
随
心
庵
記
を
作
す
」（
原
漢
文
）
と
あ
る
。

　

こ
の
文
は
『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
以
外
に
も
、
右
に
窺
え
る
通
り
、

『
搏
桑
名
賢
文
集
』（
林
義
端
編
、
元
禄
十
一
年
刊
）
巻
一
に
収
録
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、『
走
湯
山
縁
起 
（
２ ４
）
』（
外
題
は
「
走
湯
山
什
物
」、
写
本
）
な
る
文
書

の
集
成
に
も
一
本
が
収
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
他
本
に
は
見
ら
れ
ぬ
竹
洞

の
識
語
を
備
え
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
延
宝
五
年
随
心
が
江
戸
に
来

訪
し
た
際
、
竹
洞
の
手
筆
を
請
う
た
た
め
に
与
え
た
も
の
と
い
う
（
末 

尾
に
「
随
心
菴
家
蔵
」
と
記
さ
れ
る
）。

四　

後
続
作
へ
の
影
響

　

地
誌
で
あ
る
『
熱
海
地
志
』
が
、
い
か
に
林
家
周
辺
の
漢
文
作
品
の

恩
恵
に
浴
し
つ
つ
編
纂
さ
れ
た
も
の
か
確
認
し
て
き
た
け
れ
ど
も
、
そ

の
よ
う
に
成
っ
た
『
熱
海
地
志
』
自
体
は
以
後
ど
の
よ
う
に
継
承
・
展

開
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
国
書
総
目
録
』
未
登
載
の
写
本
『
熱
海

言
種
』（
享
保
二
十
一
年
成
）
を
端
緒
と
し
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

四
・
一　

寒
川
原
清
著
『
熱
海
言
種
』
へ

　
『
熱
海
言
種
』（
以
下
『
言
種
』
と
略
記
）
は
、
熱
海
市
立
図
書
館
蔵
（
請
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求
記
号
Ａ
二
一
〇
―
サ
ム
、
引
用
も
こ
れ
に
よ
る
）。
写
本
、
大
本
一
巻
一
冊
、

享
保
二
十
一
年
自
序
、
編
者
自
筆
か
。
他
に
伝
本
無
し
。
編
者
の
自
序

を
示
し
て
お
く
。

（
前
略
）
ひ
な
の 
御 
つ
れ

 ゙く
な
ぐ
さ
め 
奉 
る 
言
種 
と
も
な
り 
侍 
れ

お
ほ
ん 

た
て
ま
つ 

こ
と
く
さ 

は
ん
べ

か
し
と 
思 
へ
る 
螻  
蟻 
の
す
こ
し
き 
志 
に
、 
臣 
原 もと
清 きよ 
智 
の
つ
た
な

お
も 

ろ
う 
ぎ 

こ
ゝ
ろ
ざ
し 

し
ん 

ち

く
、 
身 
の 
才 
な
き
を
も
は
ぢ
か
へ
り
み
ず
、
か
し
こ
に
と
ひ
こ
ゝ

み 

ざ
へ

に
た
づ
ね
、
あ
る
は
い
に
し
へ 
人 
の
し
る
し
お
け
る
に
も
と
づ
き
、

び
と

ひ
と
つ
の 
巻 
と
な
し
て
こ
れ
を 
献 
る
。 
熱  
海 
の 
惣  
圖 
か
つ

ま
き 

た
て
ま
つ 

あ
た 
み 

そ
う 
づ

 
伊  
豆 
い 

づ

 
権
現 

ご
ん
げ
ん

や
し
ろ
の 
圖 
・ 
日 
が
ね
山
の
づ
を
あ
は
せ
し
る
し
け
る
は
、

づ 

ひ

み
な 
佳  
景  
よ
き
け
い

か 
け
い

の 
地 
な
れ
ば
、
か
き
と
ゞ
め
て

ち

 
御  
覧 
に
そ
な
へ
た
て
ま

ご 
ら
ん

つ
る
と
い
ふ 
事 
し
か
り
。
お
そ
れ
お
の
ゝ
き
か
し
こ
ま
り
、
つ
ゝ

こ
と

し
ん
で
も
ふ
す
。

享
保
廿
一
丙
辰
年

　
　
　

五
月
吉
日

 

武
臣 寒
川
原
清
頓
首

 

（
印
二
顆 
（
２ ５
）〔

図
３
〕）

省
略
箇
所
も
含
め
て
要
約
す
る
と
、
享
保
二
十
一
年
、
痔
の
療
養
の
た

め
熱
海
を
訪
れ
た
主
君
に
随
っ
た
編
者
原
清
が
、
主
君
の
徒
然
を
慰
め

ん
と
、
土
地
の
人
々
の
生
活
や
名
所
旧
跡
な
ど
に
つ
い
て
、
四
方
に
問

い
訪
ね
、
或
は
古
書
を
引
い
て
ま
と
め
た
も
の
。
た
だ
し
、
巻
頭
の

「
熱
海
地
図
」・「
伊
豆
権
現
社
図
」・「
日
金
山
図
」
か
ら
本
文
に
至
る

ま
で
『
豆
州
熱
海
地
志
』
か
ら
の
引
き
写
し
（
部
門
分
け
は
な
さ
れ
な
い
）

で
、
文
体
は
和
文
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
、

○ 
滝  
湯 　
 
熱  
海 
を
さ
る
こ
と 
半  
里 
ば
か
り
。 
伊  
豆  
権
現 
や
し
ろ
の

た
き 
ゆ 

あ
た 
み 

は
ん 
り 

い 

づ 
ご
ん
げ
ん

 
南 
に
あ
り
。 
石
徑  
数  
百  
段 
を 
下 
り
、 
海
濱 
に 
出 
て
、 
巌
石 
の 
中 

み
な
み 

い
し
だ
ん 
す
う 
ひ
や
く 
だ
ん 

お 

う
み
ば
ま 

い
で 

が
ん
ぜ
き 

な
か

よ
り
ほ
ど
ば
し
り 
出 
づ
。 
流 
れ
て 
海 
の
き
し
に
お
つ
る
の 
瀑  
布 
な

い 

な
が 

う
み 

た 

き

り
。 
山 
を 
走  
湯 
と 
号 
せ
る
も
の
は
、
も
と
こ
れ
に
よ
れ
る
な
り
。

や
ま 

は
し
り 
ゆ 

が
う

前
節
例
②
に
掲
出
し
た
「
瀧
湯
」
に
対
応
す
る
部
分
で
あ
る
。
文
体
の

相
違
の
み
で
内
容
に
手
を
加
え
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、

浴
室
の
様
子
を
描
写
し
た
後
半
部
（
傍
線
部
ｂ
に
あ
た
る
）
が
割
愛
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

記
事
の
取
捨
選
択
や
新
た
に
評
言
を
加
え
た
箇
所
も
あ
る
（
詳
細
は

後
述
）
と
は
い
え
、
序
文
に
は
秋
峰
や
『
熱
海
地
志
』
へ
の
言
及
は
無

く
（
た
だ
し
、
本
文
中
の
「
日
新
録
」
引
用
明
記
は
残
さ
れ
る
所
も
あ
る
）、
全
体

と
し
て
は
剽
窃
と
称
し
て
よ
い
ほ
ど
の
作
物
で
あ
る
（『
熱
海
市
史
』
は

こ
の
点
を
見
落
と
し
て
お
り
、
本
書
を
独
立
し
た
一
個
の
作
品
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
）。

　

編
者
寒
川
原
清
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。
元
禄
十
年
生
、
元

文
四
年
没
。
名
は 
辰
清 
、
ま
た
の
名
は 
原
清 
、
字
は
元
水
、
通
称
儀
太

と
き
き
よ 

も
と
き
よ

夫
、
梅
墅
と
号
す
。
近
江
膳
所
藩
儒
で
あ
っ
た
が
、
晩
年
讒
言
に
あ
い
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大
坂
に
逃
れ
、
そ
の
地
で
没
し
た
。
和
漢
の
学
に
通
じ
、
特
に
神
道
に

精
通
。
伊
藤
東
涯
・
並
河
誠
所
・
井
沢
蟠
龍
・
安
積
澹
泊
な
ど
と
交
流

を
も
っ
た
博
学
の
人
で
あ
り
、
藩
主
本
多
康
敏
の
命
に
よ
り
大
著
『
近

江
輿
地
志
略
』
百
巻
（
写
本
、
享
保
十
九
年
成
）
を
編
纂
・
献
上
し
た
、

言
わ
ば
近
世
地
誌
の
専
門
家
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る 
（
２ ６
）
。
一

般
的
に
は
「
辰
清
」
の
名
が
知
ら
れ
、『
近
江
輿
地
志
略
』
を
始
め
と

し
て
そ
の
他
の
著
作
も
「
辰
清
」
作
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
り 
（
２ ７
）
、
そ
れ
を
敢
え
て
「
原
清
」
と
署
名
し
、
膳
所
藩
儒
と

い
う
身
分
も
伏
せ
「
武
臣
」
と
の
み
記
し
た
の
は
、
や
は
り
何
ら
か
の

た
め
ら
い
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
は
い
え
、
そ
こ
は
『
近
江
輿
地
志
略
』
を
編
纂
し
た
ほ
ど
の
地
誌

執
筆
に
長
じ
た
人
物
で
あ
り
、
独
自
性
が
皆
無
で
は
な
い
。
一
部
に
改

変
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
彼
の
『
熱
海
言
種
』
に
込
め
た
思
い
を

見
る
べ
き
だ
ろ
う
。
改
変
方
法
は
具
体
的
に
は
次
の
様
に
大
別
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、

 
�　

叙
述
順
序
の
変
更

 
�　

省
略
・
削
除

�　

加
筆

の
三
つ
で
あ
る
。

　

Ａ
は
例
え
ば
『
熱
海
地
志
』「
形
勝
門
」
に
あ
た
る
熱
海
か
ら
各
地

へ
の
里
程
を
述
べ
た
箇
所
で
、
述
べ
ら
れ
る
方
角
の
順
序
が
変
更
さ
れ

た
り
、「
梵
宇
門
」
に
お
い
て
、『
熱
海
地
志
』
で
は
「
附
録
」
と
し
て

最
後
尾
に
置
か
れ
る
「
宮
營
遺
迹
」
が
「
臨
江
亭
」
の
次
に
配
さ
れ
る

な
ど
が
あ
る
。
Ｂ
の
例
と
し
て
は
、「
水
湯
」・「
風
呂
湯
」（
以
上
「
温

泉
門
」）・「
観
音
窟
」・「
碁
盤
石
」（
以
上
「
山
川
門
」）
が
項
目
ご
と
削
除

さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
他
の
項
目

内
部
で
も
、
読
み
や
す
く
簡
略
化
し
よ
う
と
い
う
意
図
な
の
か
、
し
ば

し
ば
省
略
が
見
ら
れ
、
細
か
な
異
同
も
含
め
る
と
か
な
り
の
数
に
な
る
。

　

し
か
し
、
重
要
な
の
は
や
は
り
Ｃ
で
あ
ろ
う
。
故
事
に
関
す
る
評
言

な
ど
が
加
え
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
内
容
に
は
あ
る
傾
向
を
看
取
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
左
に
そ
の
一
部
を
例
示
す
る
。
行
頭
の
丸
数
字
は
、

一
覧
（
図
４
）
の
も
の
と
対
応
し
て
い
る
。

①　
 
空
海 
、
も
し 
空 
海
な
ら
ば
か
ゝ
る 
戯 
は
な
す
べ
か
ら
ず
。 
土  
俗 

く
う
か
い 

く
う 

た
は
ふ
れ 

ど 
ぞ
く

 
空
海 
を 
賞 
ぜ
ん
と
て 
却
而  
空
海 
に 
汚  
辱 
を 
蒙 
ら
し
む
。 
空
海 
、 
泉 

く
う
か
い 

し
や
う 

か
へ
つ
て 
く
う
か
い 

は 

ぢ 

か
ふ
む 

く
う
か
い 

せ
ん

 
下 
に 
怨 
を 
結 
ぶ
べ
し
。

か 

う
ら
み 

む
す

 
嗚  
呼  
天 
の 
覆 
ふ
と
こ
ろ
、 
地 
の 
載 
る
と
こ

あ 

 ゝ
て
ん 

お
ほ 

ち 

の
す

ろ
、 
陰
陽 
に
よ
ら
ざ
る
な
し
。 
水
火 
あ
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
。

い
ん
や
う 

す
い
く
わ

い
か
ん
ぞ 
水 
な
し
と
い
ふ 
地 
あ
ら
ん
や
。 
黙 
し
て 
知 
ぬ
べ
し

み
づ 

ち 

も
く 

し
ん

（→

「
形
勝
門
〔
米
噛
村
故
事
〕」）

⑥　
 
人  
奇  
異 
と
す
れ
ど
も
、 
奇  
異 
に
あ
ら
ず
。

ひ
と 
き 

い 

き 

い

 
平  
左  
衛  
門 
と 
叫 
ぶ
に 
限 

へ
い 
ざ 

へ 
も
ん 

さ
け 

か
ぎ

る
べ
か
ら
ず
。 
六  
左  
衛  
門 
な
り
と
も 
八  
左  
衛  
門 
と
な
り
と
も
、 
叫 

ろ
く 
ざ 

へ 
も
ん 

は
ち 
ざ 

へ 
も
ん 

さ
け
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ば
 ゝ
同 
じ
く 
湧 
べ
し
（→

「
温
泉
門
〔
平
左
衛
門
湯
〕」）

お
な 

わ
く

⑧　

な
ん
す
れ
ぞ
し
か
ら
ん
。
た
ま

く 
碁  
盤 
に 
似 
た
る 
縦
横 
の 
畫 
あ

ご 
ば
ん 

に 

た
て
よ
こ 

す
じ

り
し 
石 
あ
る 
故 
、
こ
れ
に
て 
頼
朝  
碁 
を
う
ち
た
り
し 
処 
な
り
と
い

い
し 

ゆ
へ 

よ
り
と
も 
ご 

と
こ
ろ

は
 ゞ
可 
な
ら
ん
。

か

 
世 
に
は 
奇  
怪 
の 
言 
を 
悦 
ぶ
も
の 
多 
く
、

よ 

き 
く
わ
い 

こ
と 

よ
ろ
こ 

お
ほ

 
或 
は
あ
る
い

 
辧
慶 
が 
足 
あ
と
、 
或 
は 
義
経 
の 
手 
の
あ
と
、 
其
人 
の 
太  
刀 
あ
と
、

べ
ん
け
い 

あ
し 

あ
る
い 

よ
し
つ
ね 

て 

そ
の
ひ
と 

た 

ち

 
彼
人 
の 
机 
の 
石 
と 
化 
し
た
り
し
な
ん
ど
い
へ
る
も
の
、 
国 

く
に

か
の
ひ
と 

つ
く
へ 

い
し 

け 

く
に

 
多 
く
あ
り
。

お
ほ

み
な 
同  
日 
の 
妄
談 
な
り
（→

「
山
川
門
〔
錦
巌
窟
〕」）

お
な
じ 
ひ 

も
う
だ
ん

右
に
引
用
し
た
三
例
の
表
現
（
特
に
傍
線
部
）
に
通
底
す
る
の
は
、
根
拠

の
乏
し
い
俗
説
を
し
り
ぞ
け
よ
う
と
い
う
姿
勢
で
あ
る
。
土
地
の
男
女

が
業
平
井
な
る
井
戸
の
水
に
自
分
た
ち
の
影
を
映
し
て
婚
姻
の
約
束
と

す
る
と
い
う
習
俗
に
つ
い
て
「 
実 
に 
笑 
ふ
べ
し
」（
⑨
「
業
平
井
」）
と
断

じ
つ 

わ
ら

ず
る
の
も
こ
の
例
に
加
え
ら
れ
る
。
客
観
的
情
報
に
基
づ
い
て
科
学
的

に
考
証
し
、
巷
間
の
妄
説
を
排
除
し
て
ゆ
く
よ
う
な
傾
向
は
、
原
清
が

交
流
を
も
っ
た
井
沢
蟠
龍
に
通
ず
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
と
別
系
統
の
も
の
と
し
て
は
、

②　
 
武  
家  
天  
下 
の 
権
柄 
を 
握 
る 
基 
ひ
、 
朝  
威  
衰 
る
の
き
ざ
し 
後  
白
河 

ぶ 

け 
て
ん 
か 

け
ん
へ
い 

に
ぎ 

も
と 

て
う 
い 
お
と
ろ
ふ 

ご 
し
ら
か
は

 
上  
皇 
の 
不  
徳 
に
よ
る
と
は
い
へ
ど
も
、 
此  
地 
の 
戦 
、 
実 
に
そ
れ

し
や
う 
く
は
う 

ふ 
と
く 

こ
の 
ち 

た
ゝ
か
い 

じ
つ

 
根 
ざ
せ
り
。 
史 
を
よ
む
も
の
、 
嘆
息 
せ
ず
ん
ば 
有 
べ
か
ら
ず
。 
彼 

ね 

し 

た
ん
そ
く 

あ
る 

か
の

 
與  
一 
は 
頼
朝 
の
た
め
に 
命 
を 
墜 
し
、 
豊
三 
は 
又  
與  
一 
が
た
め
に 
其 

よ 
い
ち 

よ
り
と
も 

い
の
ち 

お
と 

ぶ
ん
ざ
う 

ま
た 
よ 
い
ち 

そ
の

 
身 
を 
終 
ふ
。 
品 
は 
大
小 
に
わ
か
る
れ
ど
も
、 
主
君 
の 
為 
に 
死 
す
る

み 

を 

し
な 

だ
い
せ
う 

し
ゆ
く
ん 

た
め 

し

 
志 

は 
一 
な
り
。 
頼
朝 
、 
統
一 
の 
後 
な
ん
ぞ 
與  
一 
が 
墓 
を 
封  こ
ん
り
う ず
る

こ
ゝ
ろ
ざ
し 

い
つ 

よ
り
と
も 

た
う
い
つ 

の
ち 

よ 
い
ち 

は
か 

ほ
う

に
い
と
ま
な
き
や
（→

「
形
勝
門
〔
石
橋
山
故
事
〕」）

③　
 
忠
常 
も
さ
し
も 
大  
名 
な
り
し
か
ば
、 
殿
宅  
玉 
を
み
が
き
、
い
ら
か

た
ゞ
つ
ね 

だ
い 
み
や
う 

で
ん
た
く 
た
ま

を
な
ら
べ
に
し
も
、 
今 
は 
名 
の
み 
傳 
へ
て
、 
其 
か
た
も
な
し
。 
桃 

い
ま 

な 

つ
た 

そ
の 

た
う

 
李 
も
の
い
は
ず
。 
誰 
と
と
も
に
か 
昔 
を 
語 
ら
ん
。 
千 

り 

た
れ 

む
か
し 

か
た 

ち 
歳 
の
と
せ

 
松 
も 
摧 

ま
つ 

く
だ
か

れ
て 
薪 
と
な
り
、 
川 
の 
瀬 
も
か
は
り
、 
山 
も 
田 
と
な
り
、 
田 
も 
池 

た
き
 ゞ

か
は 

せ 

や
ま 

た 

た 

い
け

と
か
は
れ
り
と
、 
詩  
人 
の 
吟
詠 
せ
し
も
、 
時 
に
と
り
て 
感
慨 
な
き

し 
じ
ん 

ぎ
ん
ゑ
い 

と
き 

か
ん
が
い

に
あ
ら
ず
（→

「
形
勝
門
〔
仁
田
忠
常
故
事
〕」）

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
例
は
い
ず
れ
も
、
史
実
の
い
か
ん

と
も
し
難
い
不
条
理
や
無
慈
悲
な
時
間
の
流
れ
と
い
う
も
の
を
慷
慨
し

て
お
り
、
原
清
の
歴
史
へ
の
興
味
が
垣
間
見
え
る
が
、
そ
れ
は
安
積
澹

泊
と
の
間
で
歴
史
に
関
す
る
事
項
を
中
心
と
し
た
情
報
交
換
が
行
わ
れ

て
い
た 
（
２ ８
）
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
秋
峰
と
も
共
通
す
る
歴
史
意
識
が
、
地

誌
作
者
と
し
て
聞
こ
え
る
原
清
に
も
見
い
出
さ
れ
る
と
い
う
の
は
非
常

に
興
味
深
い
。
も
っ
と
も
、
地
誌
を
も
の
す
る
こ
と
は
、
歴
史
の
空
間

的
推
移
に
対
峙
す
る
こ
と
で
あ
り
、
歴
史
と
は
時
間
と
い
う
空
間
の
縦

軸
で
あ
る
わ
け
で
、
こ
と
さ
ら
述
べ
立
て
る
に
も
あ
た
ら
な
い
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。
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四
・
二　

そ
の
後
の
展
開
―
部
分
引
用
―

　
『
熱
海
市
史
』
も
指
摘
す
る
よ
う
に 
（
２ ９
）
、『
熱
海
地
志
』
は
そ
の
後
の
熱

海
地
誌
・
紀
行
の
諸
作
品
に
、『
言
種
』
の
様
に
全
面
的
と
い
う
ほ
ど

で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
一
部
の
記
述
が
使
用
さ
れ
続
け
て
ゆ
く
こ
と
と

な
る
。
最
後
に
、
そ
の
一
部
を
挙
げ
つ
つ
展
開
を
追
っ
て
み
た
い
。
そ

の
際
、
参
照
す
る
の
は
、
成
立
順
に
Ⅰ
『
豆
州
志
稿 
（
３ ０
）
』（
十
三
巻
、
寛
政

十
二
年
成
）・
Ⅱ
『
熱
海
温
泉
図
彙 
（
３ １
）
』（
一
巻
、
天
保
三
年
刊
）・
Ⅲ
『
豆 州
熱
海

誌 
（
３ ２
）
』（
一
巻
、
明
治
十
一
年
刊
）
Ⅳ
『
熱
海
温
泉
図
会 
（
３ ３
）
』（
一
巻
、
明
治
二
十
一

年
刊
）
の
四
種
で
、
以
下
各
書
名
上
の
番
号
（
ロ
ー
マ
数
字
）
で
記
す
こ

と
が
あ
る
。
ま
た
、「
日
新
録
」・『
熱
海
地
志
』
は
そ
れ
ぞ
れ
「
日
」

「
地
」
と
略
記
す
る
。

【
例
⑤
】
大
湯
の
涌
出
頻
度

地　

異
域
安
州 ノ
潮
泉
一
日 ニ
三
溢
三
�
、
�
州
・
撫
州
・
南
川
・
天

河
・
雅
州
諸
泉
、一
日
三
潮 ノ
之
類
耶 
ナ
ラ
ン 

。
天
地 ノ
氣
候
有 リ
二

不 ル
レ

可 ラ
レ

窮 ル
者 ノ
一

也
（「
温
泉
門
〔
大
湯
〕」）

Ⅰ　

按
ニ
中
土 

モ
ロ
コ
シ

安
州
ノ
潮
泉
一
日
ニ
三
溢 
ア
フ
レ 
三
� シ
ミ
コ
ム 。
又
彬
州
・
撫
州

等
一
日
三
潮
ノ
泉
ア
リ
。
於 テ
二

吾 カ
邦 ニ
一

他
方
未 タ
レ

聞
レ

有 ル
ヲ レ

之
也 

（
巻
六
）

Ⅲ　

聞
く 
支
那 
國 
安
州 
の

も
ろ
こ
し 

あ
ん
し
う

 
朝
泉 
は
一
日
に
三

て
う
せ
ん

 
溢 
三
い
つ

� 
 　
 せう
し 
撫 ぶ 
州 
に
一

し
う

日
三 
潮 
の 
泉 
あ
り
（
○
大
湯
）

て
う 

せ
ん

　
『
熱
海
地
志
』
の
傍
線
部
の
表
現
が
Ⅰ
・
Ⅲ
に
継
承
さ
れ
て
い
る
（
た

だ
し
、
� 

 　
 
を
誤
っ
て 
彬 
と
し
て
い
る
）
の
は
、
並
記
し
て
み
る
と
一
目
瞭
然

ち
ん 

ひ
ん

で
あ
る
。
Ⅲ
に
は
「 
伊  
豆  
誌 
に 
曰 
く
」
と
『
豆
州
志
稿
』（「
伊
豆
誌

い 

づ 

し 

い
は

〔
志
〕」
は
別
名
）
を
引
用
す
る
箇
所
が
あ
る
（「
○ 
行  
殿  
旧  
墟 
」）
か
ら
、
Ⅲ

ご 
で
ん 
あ 

と

の
編
者
青
巒
は
Ⅰ
『
豆
州
志
稿
』
を
介
し
て
『
熱
海
地
志
』
を
利
用
し

た
こ
と
に
な
る
。

【
例
⑥
】
錦
巌
窟
内
部
の
描
写

日　

有
窟
曰
錦
窟
、
停
棹
俯
仰
。
窟
中
五
彩
、
其
影
移
波
恰
如
織

錦
（
十
一
月
三
日
条
）

地　

有 リ
レ

窟
曰 フ
二

錦 カ
窟 ト
、 一 
停 テ
レ

棹 ヲ
俯
仰 ス
。
窟
中
五
彩
、
其 ノ
影
移 ル
レ

波 ニ 

恰 モ
如 シ
レ

織 ル
カ レ

錦 ヲ
（「
山
川
門
〔
錦
巌
窟
〕」）

Ⅱ　
 
窟 
の
中
の
岩
に
五 
彩 
の
色
あ
り
。 
波 
に 
映 
じ
て
錦
の
如
し

ほ
ら 

し
き 

な
み 

ゑ
い

（「
▲
錦
の
窟
」）

Ⅳ　

▲ 
錦 
ノ

ニ
シ
キ

 
窟 
ハ

イ
ハ
ヤ

 
窟 
ノ 
中 
ノ
岩
ニ 
五  
彩 
ノ
色
ア
リ
。 
波 
ニ 
映  ウ
ツ
リ

イ
ハ
ヤ 

ナ
カ 

ゴ 
シ
キ 

ナ
ミ 

エ
イ

ジ
テ 
錦 
ノ
如
シ

ニ
シ
キ

（「
○ 
錦  
浦 
」）

ニ
シ
キ 
ウ
ラ

こ
の
例
は
更
に
興
味
深
い
。
延
宝
期
の
竹
洞
の
文
章
（
傍
線
部
）
が
、

長
く
時
を
隔
て
て
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
明
治
に
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る

様
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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【
例
⑦
】
多
賀
一
杯
水

地　

方
僅 ニ
一
尺
餘 ノ
之 
湫  
�
ナ
リ

也
。
其 ノ
冽
如 ク
レ

氷 ノ
、
其
清
徹
可 シ
レ

鑑 ツ
二

コ
ミ
ツ

毛
髪 ヲ
一

。
旱
� ニ 
無 シ
二

盈
縮
一

。
相
傳 テ
云
、
源
右
幕
下
臨 ン
テ レ

渇 ニ
刀 ニ
テ

刺 ス
レ

山 ヲ
。
抜 ケ
ハ

即 チ
泉
涌
也
（
以
下
略
、「
多
賀
一
杯
水
」）

Ⅱ　
 
囲 
り
僅
に
一
尺
余
の
小
泉
な
り
。 

冷 
な
る
事
氷
の
如
く
、

め
ぐ 

ひ
や
ゝ
か

 
清
徹 
な
る
事 
水
晶 
の
如
し
。
伝
て
い
ふ
、
む
か
し 
頼
朝 
、
此

き
よ
ら
か 

す
い
せ
う 

よ
り
と
も

地
を 
過 
り
し
時
、 
渇 
に
の
ぞ
み
太
刀
を
も
つ
て
山
を
う
が
ち

よ
ぎ 

か
つ

た
る
よ
り
、
此
泉
を 
湧 
出
た
せ
し
と
い
ふ
。
小
泉
な
れ
ど
も
、

わ
き

如
何
ほ
ど
の
炎
赫
に
も
乾

   

事
な
き
名
水
也
（「
▲
多
賀
一
杯

か
わ
く

水
」）

Ⅲ　
 
僅 
に 
尺  
餘 
の

わ
つ
か 
し
や
く 
よ

 
小
泉 

し
ミ
づ

な
れ
と
も
、 
清 
く 
且 
つ 
冷 
な
る
こ
と 
水
晶 

き
よ 

か 

ひ
や
ゝ
か 

す
い
せ
う

の 
如 
し
。 
相
傳 
ふ
。 
右  
大
将
頼
朝 
こ
の 
地 
を 
過 
り
し
と
き 
渇 

こ
と 

あ
い
つ
た 

う 
だ
い
せ
う
よ
り
と
も 

ち 

よ
ぎ 

か
つ

に 
臨 
て 
之 
を 
掬 
せ
り
と
（「
○
一
杯
水
」）

の
ぞ
ミ 

こ
れ 

き
く

先
に
例
③
で
挙
げ
た
の
と
同
箇
所
で
あ
る
。
Ⅱ
・
Ⅲ
は
「
日
新
録
」
の

表
現
を
踏
襲
す
る
泉
の
描
写
の
み
な
ら
ず
、
頼
朝
が
こ
の
泉
を
湧
か
せ

た
と
い
う
故
事
ま
で
も
『
熱
海
地
志
』
か
ら
移
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

す
る
。『
熱
海
地
志
』
と
か
な
り
表
現
が
異
な
る
た
め
に
引
用
は
し
な

か
っ
た
が
、「
日
新
録
」
に
も
頼
朝
故
事
は
見
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
文
言
が
Ⅱ
・
Ⅲ
に
反
映
さ
れ
な
い
と
い
う
の
は
、
後
人
は
や

は
り
直
接
「
日
新
録
」
を
目
に
す
る
機
会
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

【
例
⑧
】
伊
東
の
怪
魚

日　

伊
東
之
村
温
湯
之
畔
有
寺
。
寺
有
古
池
。
池
中
有
怪
魚
。
巨

細
成
群
。
大
者
三
・
四
尺
、
其
貌
似
鯉
。
色
赤
鐡
面
鋸
牙
、

能
噛
折
鐡
鉤
。
觀
者
怪
之
（
十
一
月
三
日
条
）

地　

伊
東
村
中
有 リ
二

温
泉
一

來 リ
浴 ス
ル

者 ノ
多 シ
矣
。
温
泉 ノ
之
側
有 リ
レ

寺
。 

寺 ニ
有 リ
二

古
池
一

。
池 ニ
産 ス
二

怪
魚 ヲ
一

。
巨
細
成 ス
レ

群 ヲ
。
大 ナ
ル

者
三
・
四

尺
其 ノ
貌
似 テ
レ

鯉
ニ

色
赤 シ
。
鐵
面
鋸 ノ
牙
能 ク
噛 ミ
二

折 ル
鐵 ノ
鈎 ヲ
一

。
觀 ル
者 ノ 

怪 ム
レ

之 ヲ　
（「
形
勝
門
」）

Ⅱ　

村
の
中
に
寺
あ
り
。
そ
の 
側 
に 
温
泉 
あ
り
。
寺
の
池
に
魚

か
た
は
ら 

お
ん
せ
ん

あ
り
。
そ
の 
形 
、
鯉
に

か
た
ち

 
似 
た
れ
ど
も
鯉
に
あ
ら
ず
。
大
な

に

る
も
の
三
尺
、
小
な
る
は
一
二
尺
。
其
歯
、 

鋸 
の
如
く
に

の
こ
ぎ
り

し
て
、 
鉄
釣 
を
� 
 　
 
き
る
事
、
糸
を
切
る
が
如
し
。 
網 
を
破
る

つ
り
ば
り 

か
み 

あ
み

事
、
紙
の
如
く
な
れ
ば
、
里
人
も
此
魚
を 
得 
た
る
者
な
し
と

え

い
へ
り
。
此
池
に
限
り
て
此
魚
あ
る
も
、
一 
奇  
事 
と
い
ふ
べ

き 

じ

し
（「
○
伊
東
崎
の
温
泉
�
怪
魚
」）

こ
こ
で
は
一
字
一
句
類
似
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、

京
山
の
『
熱
海
地
志
』
の
利
用
頻
度
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
れ
も
利
用
の

一
例
と
し
て
数
え
て
差
し
支
え
あ
る
ま
い 
（
３ ４
）
。
こ
の
話
は
当
時
諸
人
の
興

味
を
引
い
た
よ
う
で
、『
錦
字
節
用
無
窮
成
』（
石
川
流
宣
作
、
正
徳
二
年
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刊
か
）
に
同
話
と
思
し
き
も
の
が
見
ら
れ
る 
（
３ ５
）
。

　

さ
て
、『
熱
海
地
志
』（
及
び
「
日
新
録
」）
の
伝
播
の
様
子
を
大
ま
か

な
が
ら
眺
め
て
き
た
が
（
な
お
、
Ⅰ
・
Ⅱ
に
限
れ
ば
、
利
用
は
こ
こ
に
挙
げ
た

も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
）、
享
保
か
ら
明
治
に
至
る
長
き
に
わ
た
り
受
容
さ

れ
続
け
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
も
っ
と
も
そ
れ
は
、『
熱
海
地
志
』

自
体
が
流
布
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
後
続
の
作
品
を
媒
介
に
し
て

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、『
熱
海
温
泉
図
彙
』
の
存
在
は
大

き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
絵
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
、
戯
作
者
山
東
京

山
に
よ
っ
て
平
易
な
文
章
で
著
わ
さ
れ
た
こ
の
案
内
記
は
、
元
禄
期
の

漢
文
地
誌
に
比
し
て
よ
り
広
く
流
布
し
浸
透
す
る
力
を
も
っ
て
い
た
と

考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
『
熱
海
地
志
』
は
、『
熱
海
温
泉

図
彙
』
に
バ
ト
ン
を
渡
す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
近
代
ま
で
命
脈

を
保
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

五　

結
語

　

こ
こ
ま
で
『
豆
州
熱
海
地
志
』
を
取
り
上
げ
、
近
世
前
期
の
地
方
地

誌
が
い
か
に
成
立
し
、
ど
の
よ
う
に
流
布
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
実
例
を
挙
げ
つ
つ
探
っ
て
き
た
。

　

明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、『
熱
海
地
志
』
が
後
続
の
地
誌
類
に
利
用

さ
れ
続
け
、
結
果
と
し
て
そ
の
源
流
で
あ
る
「
温
泉
日
新
録
」
も
明
治

に
至
る
ま
で
間
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ

は
そ
の
情
報
と
し
て
の
利
用
し
や
す
さ
、
す
な
わ
ち
平
明
で
簡
潔
な
叙

述
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
啓
蒙
的
性
格
を
有
す
る
林
家
周
辺
の
詩
文
の

特
色
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
執
筆
動

機
や
製
作
に
至
る
背
景
が
異
な
る
官
撰
地
誌
の
作
者
に
も
戯
作
者
に
も
、

必
ず
し
も
自
覚
的
で
は
な
い
に
せ
よ
流
用
さ
れ
た
事
実
が
そ
の
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
秋
峰
の
「
日
新
録
」
の
利
用
は
、
原
文

に
登
場
す
る
固
有
名
詞
も
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
し
ま
う
な
ど
、
先
師
の

文
章
に
寄
り
添
い
過
ぎ
る
そ
の
傾
向
は
「
利
用
」
と
い
う
観
点
か
ら
は

疑
問
で
あ
り
、
こ
う
し
た
述
作
意
識
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
検
証
が
必

要
で
あ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
多
く
を
先
達
の
文
章
か
ら
得
て
い
る
か
ら
と
い
っ

て
、
秋
峰
に
よ
る
工
夫
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
既
述

の
寒
川
原
清
の
様
に
断
定
的
な
調
子
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
全
体
の
特

徴
と
し
て
和
漢
の
書
を
駆
使
し
て
（
大
半
は
漢
籍
）
注
釈
を
施
そ
う
と
い

う
姿
勢
を
指
摘
で
き
る
。
た
と
え
ば
、「
碁
盤
石
」
に
、

大
明
一
統
志 ニ
曰
、
棋
盤
山
在
二

天
順 ノ
府
西
三
十
五
里 ニ
一

。
上 ニ
有 リ
二

棊

盤
石
一

。
俗 ニ
傳 フ
、
金 ノ
章
宗
嘗 テ
奕 ス
二

於
此 ニ
一

、
倭
漢
俗
称
相 ヒ
同 シ

と
あ
る
如
く
で
あ
る
。
俗
説
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
る
の
で
は
な
く
、
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客
観
的
な
傍
証
を
も
っ
て
一
つ
一
つ
精
査
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
、
こ
こ

に
見
ら
れ
る
姿
勢
と
同
様
の
気
風
が
顕
著
と
な
る
の
は
、
白
石
良
夫
氏

に
よ
れ
ば
宝
永
・
正
徳
の
交
と
い
う 
（
３ ６
）
。
そ
れ
を
代
表
す
る
の
が
本
稿
で

も
度
々
言
及
し
た
井
沢
蟠
龍
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
の
蟠
龍
が
『
熱
海

地
志
』
を
参
考
図
書
と
し
て
使
用
し
、
自
著
『
広
益
俗
説
弁
』（
正
徳
五

年
〜
享
保
十
二
年
刊
）
に
引
用
し
て
い
る 
（
３ ７
）
の
は
、
実
証
主
義
的
風
潮
が
か

か
る
地
方
地
誌
に
も
現
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
非
常
に
興
味

深
い
。
秋
峰
は
江
戸
初
期
に
林
家
が
担
っ
て
い
た
啓
蒙
的
役
割
が
、
次

第
に
民
間
の
知
識
人
た
ち
に
移
行
し
て
ゆ
く
過
渡
期
に
あ
っ
て
、
そ
の

時
代
の
移
り
変
わ
り
を
体
現
し
て
い
る
人
物
と
捉
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
誌
の
母
体
と
し
て
林
家
の
詩
文
が
存
在
し
た
と

い
う
こ
と
は
着
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
は
近
世
地
誌
を
文
芸
作

品
と
し
て
捉
え
る
こ
と
の
有
効
性
に
関
わ
る
だ
け
で
は
な
い
。
周
知
の

通
り
、
林
羅
山
や
鵞
峰
な
ど
は
地
誌
編
纂
に
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
見
せ

て
お
り 
（
３ ８
）
、
林
家
の
活
動
が
近
世
前
期
の
地
誌
の
土
台
を
築
い
た
か
と
思

わ
せ
る
形
跡
す
ら
あ
る
。
少
し
く
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
岩
城
藩
儒
の

手
に
な
る
『
熱
海
行
記
』（
前
掲
）
に
は
、
編
者
ら
が
名
所
で
詠
ん
だ
漢

詩
が
多
数
載
録
さ
れ
、
そ
の
多
く
に
鳳
岡
を
は
じ
め
と
す
る
林
家
の
門

人
達
が
添
削
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
名
所
を
詠
む
詩
歌
は
言
わ
ば
「
土

地
の
注
釈
」（
雨
野
弥
生
氏 
（
３ ９
）

）
で
あ
り
、
地
誌
へ
の
関
心
と
無
縁
で
は
な

い
。
ま
た
、
前
期
江
戸
地
誌
の
代
表
作
『
江
戸
鹿
子
』（
藤
田
理
兵
衛
編
、

貞
享
四
年
刊
）
に
は
こ
れ
ま
た
羅
山
・
林
梅
洞
・
堀
杏
菴
に
よ
る
江
戸

の
八
景
詩
・
十
二
景
詩
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
は
享
保
期
の
『
江
戸
砂

子
』（
菊
岡
沾
凉
編
、
享
保
十
七
年
刊
）
に
も
た
び
た
び
羅
山
や
鵞
峰
の
詩

文
が
考
証
の
具
と
さ
れ
る
こ
と
な
ど
も
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
今
後
は
江

戸
地
誌
の
源
流
に
つ
い
て
検
討
し
、
あ
わ
せ
て
江
戸
八
景
詩
な
ど
の
成

立
と
展
開
な
ど
に
つ
い
て
も
、
地
誌
と
の
関
連
に
お
い
て
明
ら
か
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

〔
付
記
〕

　

本
稿
は
二
〇
一
二
年
度
成
城
国
文
学
会
年
度
大
会
（
二
〇
一
二
年
十
月

二
十
日　

於 
成
城
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
再
構
成
し
た
も
の
で

あ
る
。

　

席
上
、
貴
重
な
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
上
野
英
二
先
生
・
宮
�
修
多

先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
所
蔵
資
料
の
写
真
掲
載
を
御
許

可
い
た
だ
い
た
各
機
関
に
も
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　【
注
】

（
１
）　

例
え
ば
、
総
合
的
な
も
の
で
は
、
白
井
哲
哉
『
日
本
近
世
地
誌
編
纂
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史
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）
な
ど
。

（
２
）　

も
っ
と
も
、
秋
里
籬
島
と
そ
の
作
品
を
中
心
と
し
て
精
力
的
に
調

査
・
発
表
を
さ
れ
て
い
る
藤
川
玲
満
氏
や
、
文
学
・
歴
史
学
双
方
か
ら

広
く
近
世
の
名
所
や
風
俗
に
つ
い
て
研
究
す
る
「
都
市
風
俗
画
研
究

会
」（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
共
同
研
究
）

の
活
動
も
あ
り
、
状
況
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
。

（
３
）　

拙
稿
「
近
世
説
話
の
生
成
一
斑
―
菊
岡
沾
凉
『
諸
国
里
人
談
』・『
本

朝
俗
諺
志
』
と
地
誌
―
」（
成
城
国
文
学
会
編
〔
兼
発
行
〕「
成
城
国
文

学
」　

〔
二
〇
〇
九
年
三
月
二
十
三
日
〕）。

２５

（
４
）　

前
者
「
奇
談
」
に
つ
い
て
は
、
飯
倉
洋
一
氏
の
一
連
の
御
研
究
（
近

時
の
も
の
の
み
挙
げ
れ
ば
、「
近
世
文
学
の
一
領
域
と
し
て
の
「
奇

談
」」〔
日
本
文
学
協
会
編
〔
兼
発
行
〕「
日
本
文
学
」
第
六
一
巻
第
一

〇
号
、
二
〇
一
二
年
十
月
十
日
〕）
を
、
井
沢
蟠
龍
の
「
俗
説
弁
」
シ

リ
ー
ズ
に
代
表
さ
れ
る
後
者
に
つ
い
て
は
、
白
石
良
夫
氏
の
御
研
究

（『
江
戸
時
代
学
芸
史
論
考
』〔
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
〕）

を
参
照
の
こ
と
。
い
ず
れ
も
、
浮
世
草
子
衰
退
か
ら
読
本
誕
生
に
至
る

文
学
史
の
空
隙
を
埋
め
う
る
も
の
と
し
て
重
視
さ
れ
る
。

（
５
）　

稿
者
も
拙
稿
「
菊
岡
沾
凉
自
筆
『
熱
海
志
』（
杏
雨
書
屋
蔵
）
に
つ

い
て
―
解
題
と
翻
刻
―
」（「
杏
雨
」
第
十
五
号
〔
武
田
科
学
振
興
財
団
、

二
〇
一
二
年
五
月
三
十
日
〕）
に
お
い
て
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ

れ
と
て
も
断
片
的
な
紹
介
に
過
ぎ
な
い
。

（
６
）　

序
跋
の
印
に
つ
い
て
は
、
稿
者
は
判
読
を
怠
っ
て
い
た
が
、
宮
内
庁

所
陵
部
蔵
写
本
『
豆
州
熱
海
地
志
』（
大
本
一
冊
、
正
徳
四
年
成
、
請

求
番
号
二
一
六
―
五
七
）
に
、
こ
れ
を
解
読
し
た
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て

い
る
（
た
だ
し
、
人
見
桃
源
序
〔
序
文
①
〕
の
分
を
欠
く
）
の
で
、
参

考
ま
で
に
挙
げ
て
お
く
。
秋
峰
自
序
の
も
の
か
ら
順
に
、「
華
谿
／
漁

長
」・「
雲
水
／
環
居
」（
以
上
序
文
②
）、「
道
／
節
」・「
笠
／
翁
」（
以

上
跋
文
）。
た
だ
、
こ
の
読
み
の
正
否
に
つ
い
て
は
今
少
し
検
証
を
要

す
る
。

　
　
　

な
お
、
こ
の
写
本
は
、「
徳
山
愚
人
」
こ
と
周
防
徳
山
藩
主
毛
利
元

次
が
作
ら
せ
た
板
本
の
写
し
で
、
元
次
の
跋
文
が
新
た
に
加
え
ら
れ
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
人
大
名
は
、
熱
海
を
風
光
明
媚
と
す
る
本
書

の
内
容
に
反
駁
し
、
秋
峰
の
文
章
に
つ
い
て
徒
ら
に
文
辞
を
弄
す
る
ば

か
り
で
意
味
が
な
く
、
実
景
に
即
し
て
い
な
い
と
酷
評
し
て
い
る
。

（
７
）　

西
川
智
泰
著
『
真
間
の
里
』（
亀
井
院
、
一
九
七
〇
年
四
月
／
増
補

改
訂
第
六
刷
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
）・
保
田
晴
男
「
鈴
木
修
理
日
記

―
―
解
説
」（
鈴 保
木 田
棠 晴
三 男
編
『
未
刊
日
記
集
成
』
第
三
巻
〔
三
一
書
房
、

一
九
九
八
年
五
月
〕）。
後
者
に
は
、
秋
峰
と
そ
の
父
長
常
二
代
の
日
記

『
鈴
木
修
理
日
記
』
六
十
巻
の
翻
刻
を
収
め
る
（『
未
刊
日
記
集
成
』
第

三
巻
〜
第
六
巻
）。
日
記
の
引
用
は
す
べ
て
こ
れ
に
よ
る
。
ま
た
、
以

下
『
日
記
』
と
略
記
す
る
。

（
８
）「
● 
長
頼 　

長
兵
衛　

修
理
／
寛
文
十
一
年
八
月
二
十
八
日
は
じ
め
て

な
が
よ
り

嚴
有
院
殿
に
ま
み
え
た
て
ま
つ
り
、
貞
享
三
年
十
二
月
六
日
家
を
繼

（
稿
者
注
―
祖
父
長
次
の
項
に
、「
こ
れ
よ
り
御
大
工
頭
と
稱
し
、
後
長

温
〔
長
頼
の
二
代
後
〕
に
い
た
る
ま
で
代
々
こ
の
職
を
つ
と
む
」
と
あ

る
）」（『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
九
〔
続
群
書
類
従
完
成
会
、

一
九
六
六
年
一
月
〕）。

（
９
）　

墓
石
も
現
存
す
る
も
の
の
、
墓
誌
は
風
雨
に
よ
る
劣
化
で
判
読
不
可

と
の
こ
と
（
亀
井
院
談
）。
表
に
は
「
寳
永
二
乙
酉
十
一
月
廿
一
日
／

秋
峯
院
心
月
日
觀
居
士
／
西
岸
院
妙
柳
日
影
大
姉
／
元
禄
四
辛
未
八
月

十
二
日
」
と
あ
る
。
な
お
、
稿
者
は
判
読
で
き
な
い
と
い
う
墓
石
裏
面

は
実
見
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。

（　

）　

武
鑑
に
は
御
大
工
頭
と
し
て
「
鈴
木
修
理
」（
父
長
常
の
こ
と
）
の

１０
名
で
寛
文
十
三
年
頃
か
ら
載
録
さ
れ
始
め
、
貞
享
元
年
刊
の
『（
顕
正

景
江
戸
鑑
）』
あ
た
り
か
ら
、
そ
の
隣
に
「
子
同　

長
兵
衛
」
と
記
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
在
所
に
つ
い
て
は
前
置
さ
れ
る
木
原
内
匠
の
そ
れ
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（
神
田
橋
外
）
に
「
同
近
所
」
な
ど
と
さ
れ
る
の
み
で
推
移
し
、
生
前

刊
行
の
武
鑑
で
は
転
宅
後
の
情
報
は
確
認
で
き
な
い
（
深
井
雅
海 

藤
實
久
美
子
編 

『
江
戸 
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』〔
原
書
房
、
一
九
九
六
年
九
月
〕
に
よ
る
）。

た
だ
し
、
屋
敷
替
え
の
事
実
は
『
日
記
』
だ
け
で
な
く
、『
御
府
内 

往
還 
其
外
沿
革
図
書
』（
文
化
四
〜
文
久
元
年
成
）
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る

（
朝
倉
治
彦
監
修
『
江
戸
城
下
変
遷
絵
図
集
』
第　

巻
〔
原
書
房
、
一

１５

九
八
六
年
九
月
〕）。

（　

）　

岡
本　

勝 

雲
英
末
雄
編
『
新
版　

近
世
文
学
研
究
事
典
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇

１１
六
年
二
月
）「
石
田
未
得
」
の
項
（
塩
村
耕
氏
執
筆
）。
今
そ
の
一
例
を

掲
出
す
る
。

巳
刻
、
文
庵
老
・
意
休
・
未
琢
同
船
、
本
庄
江
参
、
長
常
公
御
越
、

海
福
寺
江
参
詣
、
有
風
呂
、
与
次
被
参
、
未
琢
有
俳
諧
吟
、
藤
の

花
ざ
か
り
成
け
れ
バ
、

　
　

深
川
の
名
に
こ
そ
た
て
れ
ふ
じ
の
は
な 

未
琢

申
后
刻
帰
船
、
何
も
同
道
。

 

（『
日
記
』
巻
四
、
延
宝
三
年
四
月
十
七
日
条
）

（　

）　

人
見
桃
原
編
『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
前
集
（
写
本
、
宝
永
六
年
跋
）

１２
巻
十
五
所
収
「
本
朝
外
考
序
」
に
よ
る
。
原
漢
文
。
以
下
同
様
。
な
お
、

『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
の
引
用
は
岩
瀬
文
庫
蔵
本
に
よ
る
。

（　

）　

架
蔵
本
に
よ
る
。
原
漢
文
。
以
下
同
様
。

１３
（　

）　

本
人
の
み
な
ら
ず
周
囲
の
人
間
も
、
秋
峰
に
つ
い
て
は
「
秋
峰
鈴
木

１４
氏
、
道
に
志
し
古
へ
を
好
む
」（
前
掲
「
本
朝
外
考
序
」）・「
古
へ
を
好

み
学
を
嗜
む
の
深
き
に
非
ざ
る
よ
り
は
、
則
ち
何
ぞ
此
く
の
ご
と
き
に

臻
ら
ん
」（『
倭
賦
引
事
』
林
鳳
岡
序
文
）
な
ど
と
、
本
文
の
内
容
に
即

し
た
称
揚
の
言
辞
で
あ
る
と
は
い
え
、
歴
史
意
識
を
も
っ
た
人
物
と
し

て
見
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
菩
提
寺
亀
井
院
の
あ
る
真
間
に
、

「
真
間
井
」・「
継
橋
」・「
真
間
娘
子
」（
真
間
手
児
奈
）
と
い
う
『
万
葉

集
』
ゆ
か
り
の
顕
彰
碑
を
建
立
し
た
（
元
禄
九
年
、
前
掲
『
真
間
の

里
』
に
よ
る
）
こ
と
も
、
秋
峰
の
「
古
」
を
好
む
態
度
の
現
わ
れ
と
言

え
よ
う
。

（　

）　

宮
�
修
多
「
古
文
辞
流
行
前
に
お
け
る
林
家
の
故
事
題
詠
に
つ
い

１５
て
」（
日
本
近
世
文
学
会
編
〔
兼
発
行
〕「
近
世
文
芸
」　

〔
一
九
九
五

６１

年
一
月
二
十
日
〕）。

（　

）　

伊
藤
善
隆
氏
は
、「
鈴
木
秋
峰
宛
書
簡
・
詩
懐
紙
十
一
通
」（「
湘
北

１６
紀
要
」
第
三
十
号
〔
湘
北
短
期
大
学
・
図
書
館
委
員
会
、二
〇
〇
九
年
三

月
三
十
一
日
〕）に
お
い
て
、人
見
桃
源
・
同
香
山（
竹
洞
甥
）・
同
鹿
坡

（
竹
洞
次
男
）・
塙
宗
柳
（
幕
府
医
員
）
か
ら
の
来
簡
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（　

）『
日
記
』
巻
十
。
秋
峰
二
十
四
歳
。
な
お
、
元
徳
は
竹
洞
の
父
。
友
元

１７
は
竹
洞
の
通
称
。

（　

）『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
前
集
巻
十
八
「
鈴
木
近
江
翁
碑
誌
」
に
よ
る
。

１８
（　

）『
真
間
の
里
』
は
「
人
見
家
は
、
鈴
木
家
の
本
邸
五
軒
先
隣
に
先
代
か

１９
ら
居
を
構
え
、
別
邸
が
鈴
木
家
と
同
じ
葛
飾
郡
牛
島
に
在
り
、
親
交
の

あ
っ
た
こ
と
が
碑
銘
に
残
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
が
、
こ
の
「
鈴
近
江

翁
碑
」
の
碑
文
に
は
そ
こ
ま
で
具
体
的
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
神
田

橋
外
の
本
邸
同
士
の
近
接
は
、
当
時
の
絵
図
類
（
例
え
ば
遠
近
道
印
作

『
江
戸
方
角
安
見
図
』〔
延
宝
八
年
刊
〕
な
ど
）
や
『
御
府
内
往
還 
其
外
沿
革

図
書
』
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
別
邸
に
つ
い
て
は
、
何

に
拠
っ
た
記
述
か
不
明
で
あ
る
の
で
、
更
に
調
査
が
必
要
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
事
実
と
す
れ
ば
竹
洞
の
「
水
竹
深
処
」
に
秋
峰
が
遊
ん
だ
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。

（　

）『
竹
洞
先
生
詩
文
集
』
に
十
八
首
、『
桃
源
先
生
詩
文
集
』（
人
見
雪
江

２０
編
、
写
本
、
延
享
五
年
跋
）
に
四
首
、『
雪
江
集
』（
人
見
求
編
、
写
本
、

宝
暦
九
年
序
）
に
一
首
、
詩
題
か
ら
秋
峰
へ
宛
て
た
と
判
断
で
き
る
物

を
そ
れ
ぞ
れ
見
い
出
し
う
る
が
、
そ
の
多
く
が
秋
峰
か
ら
の
来
詩
に
応

じ
た
も
の
で
あ
る
。
秋
峰
自
身
の
詩
は
日
記
に
わ
ず
か
に
残
さ
れ
る
の

み
で
、
全
貌
は
窺
い
え
な
い
。

61 近世地方地誌の生成と伝播――鈴木秋峰『豆州熱海地志』を例として――



（　

）　

大
庭
卓
也
「「
水
竹
深
処
」
考
」（「
近
世
文
芸
」　

〔
一
九
九
八
年

２１

６８

六
月
三
十
日
〕）・
同
氏
「
山
口
素
堂
と
江
戸
の
儒
者
を
め
ぐ
っ
て
」

（
俳
文
学
会
編
〔
兼
発
行
〕「
連
歌
俳
諧
研
究
」
第
百
六
号
〔
二
〇
〇
四

年
二
月
二
十
八
日
〕）。

（　

）　「
脚
疾
」
と
は
落
馬
の
際
に
受
け
た
傷
の
こ
と
（「
一
今
晩
落
馬
致
候

２２
付
、
岡
道
渓
・
高
島
喜
庵
呼
遣
、
早
速
致
療
治
」〔『
日
記
』
巻
三
十
五
、

元
禄
十
一
年
九
月
二
十
日
条
〕）
で
、
そ
の
快
復
が
思
わ
し
く
な
か
っ

た
た
め
に
、
上
司
（
小
幡
備
中
守
・
小
出
淡
路
守
）
に
熱
海
湯
治
の
希

望
を
上
申
し
た
上
で
許
可
を
受
け
、
元
禄
十
二
年
四
月
四
日
に
発
足
し

同
十
四
日
に
帰
府
し
て
い
る
こ
と
が
『
日
記
』
に
具
に
記
さ
れ
る
。

（　

）　

随
心
と
人
見
氏
の
関
係
は
、
竹
洞
の
父
元
徳
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

２３
「
瑞
祥
先
生
遺
稿
」（『
雪
江
集
』
巻
第
十
一
「
附
録
」）
に
、「
壬
寅
秋
、

湯
治
の
爲
熱
海
に
遊
び
し
時
、
海
邊
に
一
僧
草
庵
を
占
し
て
隠
居
し
て

住
す
。
之
を
訪
ふ
序
に
其
の
故
を
問
ふ
。
答
へ
て
云
ふ
、
唯
だ
心
の
欲

す
る
所
に
随
ひ
、
誠
に
心
身
清
浄
に
し
て
世
路
に
拘
ら
ず
し
て
、
天
命

の
限
り
有
る
者
を
識
る
と
。
戯
れ
に
野
詩
一
章
を
綴
り
て
以
て
贈
る
」

（
原
漢
文
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
）
と
見
え
る
。

（　

）　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
（
請
求
番
号
一
九
八
―
七
九
）。
写
本

２４
大
本
二
巻
二
冊
。
伊
豆
山
神
社
関
係
の
文
書
類
を
集
め
た
も
の
。「
随

心
庵
記
」
は
下
巻
末
尾
に
配
さ
れ
る
が
、
目
録
に
は
記
さ
れ
な
い
。
塚

田
博
氏
に
よ
れ
ば
、「『
什
物
』
は
般
若
院
（
伊
豆
山
神
社
別
当
―
稿
者

注
）
四
代
目
快
盛
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
二
十
二
点
の
文
書
を
も
と
に
、

残
り
の
文
書
を
加
え
て
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
成
立
時
期
は

（
中
略
）
一
七
世
紀
後
半
か
ら
一
八
世
紀
前
半
の
間
と
推
定
で
き
る
」

と
い
う
（「
走
湯
山
旧
蔵
文
書
に
つ
い
て
の
一
考
察
―
『
走
湯
山
什
物
』

の
紹
介
を
通
し
て
―
」〔「
史
学
論
集
」
第
二
三
号
、
駒
沢
大
学
大
学
院

史
学
会
、
一
九
九
三
年
四
月
三
十
日
〕）。

（　

）　

こ
の
印
は
、
板
本
『
武
射
必
要
』（
寒
川
辰
清
著
、
享
保
十
七
年
刊
）

２５

自
序
（
入
江
康
平
編
『
近
世
弓
術
関
係
刊
行
物
資
料
そ
の
二
』〈
弓
道

資
料
集
第
九
巻
〉〔
い
な
ほ
書
房
、
一
九
九
五
年
十
一
月
〕
に
よ
る
）・

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
蔵
『
近
江
輿
地
志
略
』（
寒
川
辰
清
編
）
自

序
に
捺
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
者
を
同
一

人
物
と
認
定
し
う
る
証
と
な
る
。
な
お
、
後
者
は
著
者
自
筆
と
さ
れ
る

の
で
、
こ
れ
と
『
言
種
』
本
文
の
筆
跡
の
比
較
検
討
が
求
め
ら
れ
る
け

れ
ど
も
、
大
部
な
献
上
本
に
関
し
て
は
そ
の
序
文
ま
で
右
筆
の
手
に
な

る
場
合
が
あ
る
の
で
、
そ
の
認
定
に
は
注
意
を
要
す
る
。

（　

）　

滋
賀
県
教
育
会
編
『
近
江
人
物
志
』（
文
泉
堂
、
一
九
一
七
年
十
一

２６
月
〔
の
ち
臨
川
書
店
、
一
九
八
六
年
十
月
〕）、
鎌
田
春
雄
著
『
近
畿
墓

跡
考
』（
大
鐙
閣
、
一
九
二
二
年
六
月
）
な
ど
。

（　

）　

た
と
え
ば
、「
近
江
國
膳
所
産
士
寒
川
辰
清
手 ス
二 ー

書
于
慎
思
齋
一

」（『
本

２７
朝
四
民
本
伝
』〔
享
保
十
五
年
刊
〕
自
序
）・「
近
江
国
膳
所
白
梅
野　

寒
川
辰
清　

謹
序
」（『
武
射
必
要
』
自
序
）
な
ど
。
前
者
の
引
用
は
矢

口
丹
波
記
念
文
庫
蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に

よ
る
）
に
よ
る
。

（　

）　

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
新
井
白
石
書
簡
集
』
な
る
写
本
（
半
紙
本
一

２８
冊
）
に
は
、
白
石
は
じ
め
安
積
澹
泊
・
土
肥
霞
洲
・
寒
川
辰
清
（
原

清
）
な
ど
の
書
簡
の
写
し
を
収
録
す
る
（
日
付
な
ど
は
省
略
さ
れ
て
い

る
）。
こ
こ
に
見
え
る
澹
泊
か
ら
原
清
へ
の
書
簡
に
は
、

一
、
頼
朝
卿
天
下
之
惣
追 
補 
使
を
被
願
候
段
、
全
為
自
己
に
て

（
マ
マ
）

　

朝
廷
是
よ
り
致
衰
廃
候
。
忠
臣
に
て
可
有
之
候
様
、
聊
か
無
之

事
ニ
御
座
候
。
然
共
我
々
共
身
の
為
に
は
好
キ
事
を
被
致
置
候

一
、
景
憲
事
当
時
の
軍
記
諸
書
に
有
之
候
通
、
冬
陣
ハ
為
間
諜
籠

城
、
夏
陣
ハ
寄
手
と
成
蹟
ニ

書
申
候
。
冬
陣
寄
手
ニ

有
て
齋
伊
豆
を

助
申
候
事
な
と
諸
書
ニ

無
之
儀
、
御
紙
面
に
て
初
而
承
知
異
聞
を

廣
メ
申
候
。
如
仰
語
類
正
説
ニ

可
有
之
候 

（
以
上
抜
粋
）

　
　

な
ど
と
あ
り
、
原
清
が
国
史
に
関
す
る
事
実
関
係
に
つ
い
て
、
様
々
に
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教
示
を
願
っ
て
い
た
ら
し
き
様
が
窺
わ
れ
、
彼
の
歴
史
研
究
へ
の
並
々

な
ら
ぬ
熱
意
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（　

）「
後
年
の
文
人
・
学
者
た
ち
の
紀
行
文
は
、
ま
た
こ
の
地
誌
に
よ
っ
て

２９
説
明
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
が
多
く
、
秋
峰
が
果
た
し
た
役
割
は
、
決
し

て
小
さ
い
も
の
で
は
な
い
」（『
熱
海
市
史
』
上
巻
第
四
篇
第
三
章
）。

（　

）　

秋
山
冨
南
編
、
写
本
、
寛
政
十
二
年
自
序
。『
日
本
輿
地
通
志
（
五

３０
畿
内
志
）』（
享
保
二
十
・
二
十
一
年
刊
）
の
編
者
た
る
並
河
誠
所
の
門

人
で
、
伊
豆
国
安
久
村
の
名
主
で
あ
っ
た
冨
南
が
、
幕
府
に
許
可
を
得

て
編
纂
し
た
伊
豆
国
の
地
誌
。
公
儀
方
が
実
地
踏
査
の
便
宜
を
は
か
っ

て
お
り
、
な
か
ば
官
撰
地
誌
と
も
言
い
う
る
（
注
１
『
日
本
近
世
地
誌

編
纂
史
研
究
』）。
引
用
は
高
橋
廣
明
監
修
『
豆
州
志
稿
復
刻
版
』〔
羽

衣
出
版
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
〕
に
よ
る
。

（　

）　

山
東
京
山
編
、
岩
瀬
京
水
・
渓
斎
英
泉
・
歌
川
国
安
画
、
半
紙
本
一

３１
巻
一
冊
、
自
序
、
天
保
三
年
江
戸
山
口
屋
藤
兵
衛
刊
。
熱
海
在
の
人
々

か
ら
の
依
頼
に
よ
る
作
品
で
、
集
客
を
見
込
ん
だ
宣
伝
の
た
め
の
案
内

記
で
あ
り
、『
熱
海
地
志
』
の
影
響
下
に
成
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る

（
�
木
元
編
『
山
東
京
山
伝
奇
小
説
集
』〈
江
戸
怪
異
綺
想
文
芸
大
系

４
〉〔
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
一
月
〕
解
説
〔
津
田
真
弓
氏
執
筆
〕。

引
用
も
こ
れ
に
よ
る
）。

（　

）　

大
内
青
巒
編
、
半
紙
本
一
巻
一
冊
、
中
村
敬
宇
序
、
小
野
梓
跋
、
明

３２
治
十
一
年
熱
海
真
誠
社
刊
。
編
者
は
曹
洞
宗
の
僧
侶
を
経
て
後
に
還
俗

し
、
在
俗
主
義
の
仏
教
者
と
し
て
活
動
し
た
（
小
泉
欽
司
編
『
朝
日
日

本
歴
史
人
物
事
典
』〔
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
十
一
月
〕）。
全
体

を
地
理
・
温
泉
・
湯
戸
・
山
川
名
勝
・
社
寺
并
行
殿
・
産
物
の
「
六

綱
」
に
分
類
し
、
更
に
「
五
十
九
目
」
に
細
分
化
し
て
立
項
し
た
地
誌
。

刊
行
者
の
真
誠
社
は
熱
海
の
温
泉
宿
。
引
用
は
架
蔵
本
に
よ
る
。

（　

）　

豊
島
海
城
編
・
画
、
半
紙
本
一
巻
一
冊
、
自
序
、
亀
谷
省
軒
題
辞
、

３３
明
治
二
十
一
年
熱
海
万
屋
平
治
郎
刊
。
熱
海
へ
の
里
程
や
温
泉
と
そ
の

宿
、
効
能
・
山
川
名
所
・
神
社
仏
閣
な
ど
、
先
行
書
と
同
様
の
分
類
意

識
に
よ
り
整
理
さ
れ
、
特
に
「
京
山
曰
ク
」
と
し
て
『
熱
海
温
泉
図

彙
』
を
多
く
引
用
し
て
、
ま
ま
編
者
自
ら
考
証
す
る
。
本
文
の
引
用
は

架
蔵
本
に
よ
る
。

（　

）『
熱
海
温
泉
図
彙
』
が
『
熱
海
地
志
』
を
意
識
的
に
利
用
し
て
い
た
ら

３４
し
き
こ
と
に
つ
い
て
は
、
津
田
真
弓
氏
が
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
同

注　

）。
検
証
し
た
記
述
の
依
存
度
か
ら
推
せ
ば
、「
京
山
、
熱
海
へ
逗

３１
留
の
う
ち
、 
客
舎 
の 
主 
、
熱
海
の
事
を
記
し
た
る
一
小
冊
を 
示 
す
。
下

か
く
し
や 

あ
る
じ 

し
め

の 
説 
、 
往 
々
其
書
に
従
ふ
」（『
熱
海
温
泉
図
彙
』「
○ 
熱  
海  
形  
勝 
」）
と

せ
つ 

わ
う 

あ
た 
み 
け
い 
せ
う

い
う
記
述
に
見
え
る
、
執
筆
を
依
頼
し
た
熱
海
側
が
京
山
に
与
え
た
参

考
書
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
熱
海
地
志
』
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（　

）「
伊
豆
国
、 
伊  
東 
の
庄
に
、 
仏  
光  
寺 
と
い
ふ
、
此
の
い
け
に
、
三
尺

い 
と
う 

ふ
つ 
く
ハ
う 
し

３５
計
の
魚
あ
り
、
う
ろ
こ
の
い
ろ
、
る
り
の
こ
と
し
、
き
ば
ハ
お
ゝ
か
ミ

の
こ
と
く
、
く
ひ
物
を
入
れ
ハ
、
か
ミ
く
だ
く
、
其 
音 
た
か
し
」（
吉

を
と

田
幸
一
編
『
石
川
流
宣
画
作
集
』
下
巻
〔
古
典
文
庫
、
一
九
九
五
年
九

月
〕）。

（　

）　

同
注
４
。

３６
（　

）　

正
編
巻
二
十
「
広
益
俗
説
弁
引
用
書
目
」
に
「
熱
海
地
誌
〔
鈴
木

３７
氏
〕」
と
録
さ
れ
（
白
石
良
夫
校
訂
『
広
益
俗
説
弁
』〈
東
洋
文
庫　

〉
５０３

〔
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
六
月
〕）、
遺
編
（
享
保
二
年
刊
）
巻
二
十
九

「 
江
尻
媼 
が 
池 
の
説
」・
残
編
（
享
保
十
二
年
刊
）
巻
四
十
二
「
伊
豆
国

ゑ
じ
り
ノ
う
ば 

い
け

 
碁  
盤
石 
の
説
」
に
『
豆
州
熱
海
地
志
』
が
引
用
さ
れ
る
（
白
石
良
夫 

湯
浅
佳
子
校
訂

ご 
ば
ん
い
し

『
広
益
俗
説
弁
続
編
』〈
東
洋
文
庫　

〉〔
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
二

７３５

月
〕）。
特
に
前
者
で
は
、
秋
峰
が
や
は
り
漢
籍
を
引
い
て
、
音
声
に
反

応
し
て
涌
出
す
る
温
泉
の
例
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
「
考
へ
し
る
べ

し
」
と
評
し
て
い
る
。

（　

）　

羅
山
に
は
「
武
州
州
学
十
二
景
」
詩
が
あ
り
、
狩
野
探
幽
な
ど
に
絵

３８
を
つ
が
わ
せ
た
同
名
の
図
巻
（
慶
安
元
年
跋
、
東
京
都
江
戸
東
京
博
物
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館
蔵
）
も
あ
っ
て
、
早
い
段
階
か
ら
「
名
所
」
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
都
市
を
描
く
―
京
都
と
江
戸

―
』〈
平
成　

年
度
人
間
文
化
研
究
機
構
連
携
展
示
図
録
〉〔
人
間
文
化

２３

研
究
機
構
、
二
〇
一
二
年
三
月
〕
）
。
ま
た
、
白
井
哲
哉
氏
は
保
科
正
之

編
『
会
津
風
土
記
』（
寛
文
六
年
成
）
が
鵞
峰
ら
の
日
本
地
誌
編
纂
構
想

を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
注
１
）。

（　

）　

二
〇
一
二
年
度
第
二
回
都
市
・
風
俗
画
研
究
会
（
二
〇
一
二
年
七
月

３９
十
四
日　

於
三
省
堂
本
社
六
〇
一
会
議
室
）
に
お
け
る
稿
者
研
究
発
表

「
江
戸
地
誌
と
俳
諧
師
の
関
係
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
質
疑
応
答
時
の

御
発
言
。
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※「分量」の単位は丁。０.５は半丁を示す。ただし、数値は概算。

【図１】『豆州熱海地志』項目一覧

分量丁項目部門

３.５１オ～形勝門

３

４ウ～

温泉門

５オ～大湯

６ウ平左衛門湯

６ウ野中湯

６ウ～法齋湯

７オ川原湯

７オ水湯

７オ風呂湯

７オ～瀧湯

６.５

７ウ伊豆山

山川門

７ウ～上野山

８オ念佛山

８ウ丸山

８ウ～日金山

９オ～初嶋

１０オ～大嶋

１０ウ～錦巌窟

１２ウ観音窟

１３オ碁盤石

１３オ伊豆海

１３オ横磯

１３オ和田磯

１３ウ絲川

１３ウ初川

１３ウ和田川

１３ウ業平井

１４オ多賀一盃水

分量丁項目部門

８

１４オ～湯前権現社

神社門

１５オ今宮権現社

１５オ～七面大明神社

１５ウ木宮大明神社

１６オ天神社

１６オ～伊豆権現社

２０ウ～下宮

２.５

２２ウ温泉寺

梵宇門

２２ウ海蔵寺

２２ウ誓欣院

２２ウ大乗寺

２２ウ育王寺

２３オ～興禅寺

２４オ臨江亭

２４オ湯川原地蔵堂

２４オ和田地蔵堂

２４ウ土澤地蔵堂

２４ウ日金地蔵堂

２４ウ峠地蔵堂

２４ウ～宮營遺迹

１.５

２５オ～海魚

土産門

２５ウ川魚

２５ウ海介

２５ウ～海苔

２６オ山禽

２６オ山獣

２６オ山菓

２６オ～木器

２６ウ楊枝

２６ウ色紙
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【図２】『豆州熱海地志』における「温泉日新録」引用箇所

備考（数字は引用部の通し番号）引用回数項目部門

１,熱海三村 ２,門河 ３,土肥五村 ４,巖谷 ５,真鶴 ６,赤澤
村 ７,根府川村 ８,石橋村 ９,網代浦 １０,伊東 １１,伊東
の怪魚

１１形勝門

１２,万巻上人故事１
温泉門

１３・１４２瀧湯

１５１初嶋

山川門

１６
三十七行中三十五行が「日新録」からの引用。引
用量最多。

１錦巌窟

１７
引用量最少。１多賀一盃水

１８・１９２木宮大明神社神社門

２０１宮營遺迹梵宇門

２１１海魚
土産門

２２１海苔

※備考欄の数字は引用部の通し番号。本文に項目名が備わらないものには、数字の後に
仮に内容を示した。

【
図
３
】

○
熱
海
市
立
図
書
館
蔵
『
熱
海
言
種
』（
請
求
番
号
Ａ
二
一
〇
―
サ
ム
）

　

序
文
印
記

 

（
寒
川
／
氏
・
辰
清
／
之
印
）
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○
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
蔵
『
近
江
輿
地
志
略
』（
請
求
番
号
七
二
六
）

　

序
文
印
記

 

（
寒
川
／
氏
・
辰
清
／
之
印
）
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○『熱海地志』

項目部門

形勝門

温泉門

大湯

平左衛門湯

野中湯

法齋湯

川原湯

水湯

風呂湯

瀧湯

伊豆山

山川門

上野山

念佛山

丸山

日金山

初嶋

大嶋

錦巌窟

観音窟

碁盤石

伊豆海

横磯

和田磯

絲川

初川

和田川

業平井

多賀一盃水

○『熱海言種』

加筆項目

①米噛村の空海故事に評言加筆
②石橋山の頼朝故事に評言加筆
③仁田の仁田忠常故事に評言加筆

④温泉の湧出頻度の記述に「臣原清
按ずるに」を加筆

⑤入湯方法に諸注意加筆
大湯

⑥評言・類似例を加筆平左衛門湯

野中湯

法齋湯

川原湯

瀧湯

伊豆山

上野山

念佛山

丸山

⑦『伊勢物語』九段の引用加筆日金山

初嶋

大嶋

⑧碁盤石の頼朝故事に評言加筆錦巌窟

伊豆海

横磯

和田磯

絲川

初川

和田川

⑨評言加筆業平井

⑩評言加筆多賀一盃水

【図４】『熱海言種』の加筆箇所

項目削除

項目削除
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【図４】『熱海言種』の加筆箇所（続き）

○『熱海地志』

項目部門

湯前権現社

神社門

今宮権現社

七面大明神社

木宮大明神社

天神社

伊豆権現社

下宮

温泉寺

梵宇門

海蔵寺

誓欣院

大乗寺

育王寺

興禅寺

臨江亭

湯川原地蔵堂

和田地蔵堂

土澤地蔵堂

日金地蔵堂

峠地蔵堂

宮營遺迹

海魚

土産門

川魚

海介

海苔

山禽

山獣

山菓

木器

楊枝

色紙

○『熱海言種』

加筆項目

⑪別称加筆湯前権現社

今宮権現社

七面大明神社

木宮大明神社

天神社

伊豆権現社

下宮

温泉寺

海蔵寺

誓欣院

大乗寺

育王寺

興禅寺

臨江亭

宮營遺迹

湯川原地蔵堂

⑫用字注釈加筆和田地蔵堂

土澤地蔵堂

日金地蔵堂

峠地蔵堂

海魚

川魚

海介

海苔

山禽

山獣

山菓

木器

楊枝

色紙
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